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唐
突
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
提
起
と
日
本
医
師
会
の
正
論

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
臨
時
国
会
冒
頭
の
所
信
表

明
で
菅
首
相
が
述
べ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
は
、
政
府
内
で
議
論
が
な
さ

れ
な
い
ま
ま
、
提
起
さ
れ
た
の
で
混
乱
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

乗
り
遅
れ
る
な
と
い
う
主
張
が
メ
デ
イ
ア
に
見
ら
れ
、
次
々
と

加
わ
る
国
が
多
い
印
象
だ
が
、
日
本
の
後
に
続
く
貿
易
額
の
大
き

な
国
は
見
ら
れ
な
い
。
日
本
の
最
大
の
貿
易
相
手
の
中
国
は
入
る

つ
も
り
も
な
い
し
、
す
べ
て
関
税
撤
廃
を
要
求
す
る
国
と
の
Ｆ
Ｔ

Ａ
締
結
は
か
え
っ
て
難
し
く
な
る
。
民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

う
た
う
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
想
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
矛
盾
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
主
導
の
徹
底
的
な
関
税
撤
廃
と
規
制
緩
和

で
あ
り
、
関
税
を
維
持
で
き
る
例
外
品
目
を
一
切
認
め
な
い
グ
ル

ー
プ
作
り
だ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
輸
出
と
経
済
回
復
を
狙

う
Ｆ
Ｔ
Ａ
な
の
で
、
環
太
平
洋
と
う
た
っ
て
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の
多
く
の
国
は
参
加
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
暴
論
に
対
し
て
、
日
本
医
師
会
の
一
月
二
六
日

の
定
例
記
者
会
見
は
正
当
な
批
判
を
行
な
っ
て
い
る
。「
日
本
の
医

療
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
富
裕
層
の
み
を
対
象

に
で
き
る
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
本
質
を
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
従
来
か
ら
、
米
国
は
日
本
の
医

療
市
場
に
対
し
て
市
場
原
則
の
導
入
（
二
〇
〇
一
年
の
米
国
年
次

報
告
書
）
や
二
〇
一
〇
年
の
オ
バ
マ
米
国
大
統
領
に
よ
る
日
本
の

医
療
サ
ー
ビ
ス
市
場
へ
の
外
国
企
業
の
参
入
要
請
な
ど
、
継
続
し

て
規
制
緩
和
を
要
求
し
て
来
て
お
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
の
皆
保
険

制
度
等
を
変
え
て
米
国
型
の
高
額
所
得
者
優
先
の
医
療
を
も
た
ら

す
恐
れ
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
月
二
八
日
の
川
田
龍
平
議
員
に
よ
る
参
議
院
本
会
議
で
の
質

問
も
、
こ
の
点
を
鋭
く
突
い
て
い
た
。
例
外
な
き
自
由
化
を
目
指

す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
医
療
の
市
場
化
・
商
品
化
を
招
き
、
医
療
が
儲
け

の
対
象
に
な
る
こ
と
を
憂
慮
し
て
の
質
問
で
あ
っ
た
が
、
菅
首
相

の
答
え
は
ま
と
も
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

世
界
で
最
大
の
農
産
物
輸
入
国

コ
ス
ト
は
高
い
が
自
給
し
た
い
品
目
は
高
い
関
税
で
守
り
、
日

本
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
結
ぶ
際
は
関
税
撤
廃
の
除
外
品
目
に
し
て
い
る
。

貿
易
品
目
の
一
割
前
後
を
外
す
が
、
こ
れ
に
は
農
林
水
産
品
目
だ

け
で
は
な
く
、
皮
革
・
靴
等
の
鉱
工
業
品
も
含
ま
れ
る
。

一
方
で
日
本
は
量
・
額
と
も
に
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
農
林
水

産
物
輸
入
国
で
あ
る
。
高
い
関
税
や
除
外
品
目
を
設
定
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
入
量
が
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

そ
れ
は
、
国
家
貿
易
や
一
次
関
税
の
ゼ
ロ
な
い
し
低
い
関
税
で

輸
入
し
て
い
る
農
産
物
が
巨
大
な
た
め
で
あ
り
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
発
足
前

か
ら
の
仕
組
み
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

国
家
で
あ
る
食
糧
庁
や
民
間
が
従
来
の
量
を
輸
入
し
、
そ
れ
を

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
乗
り
遅
れ
る
な
」の
暴
論
を
排
す
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上
回
る
量
を
民
間
が
輸
入
し
た
い
と
き
は
高
い
関
税
を
払
え
ば
輸

入
で
き
る
自
由
貿
易
の
形
な
の
で
あ
る
。
関
税
ゼ
ロ
の
品
目
を
日

本
は
多
く
持
っ
て
お
り
、小
麦（
二
〇
〇
八
年
六
〇
〇
万
ト
ン
弱
）、

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
（
一
二
〇
〇
万
ト
ン
弱
）、大
豆
（
四
〇
〇

万
ト
ン
弱
）
の
大
量
の
農
産
物
が
従
来
と
同
じ
く
輸
入
さ
れ
て
い

る
。
米
の
生
産
量
九
〇
〇
万
ト
ン
弱（
二
〇
〇
八
年
）と
比
べ
て
、

そ
の
大
き
さ
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

世
界
で
は
早
目
の
関
税
引
き
下
げ
政
策
を
日
本
は
一
九
六
一
年

の
旧
農
業
基
本
法
に
よ
る
選
択
的
拡
大
政
策
で
導
入
し
て
き
た

が
、
そ
れ
が
今
で
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
含
む
関
税
交
渉
で
カ
ー
ド
に
使
え

る
品
目
が
少
な
い
、
と
い
う
皮
肉
な
状
況
を
生
み
出
し
て
い
る
。

大
量
輸
入
国
・
日
本
の
農
産
物
の
平
均
関
税
率
は
一
一
％
台
と
世

界
で
も
最
低
の
水
準
に
あ
り
、「
開
国
」
す
べ
き
と
い
う
状
況
で
は

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

関
税
全
面
撤
廃
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
農
業
に
も
た
ら
す
影
響

関
税
撤
廃
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
を
農
水
省
は
計
算
し
て
、
農
産
物

の
み
で
四
兆
一
〇
〇
〇
億
円
の
減
少
、
自
給
率
一
三
％
、
喪
失
す

る
農
業
の
多
面
的
な
機
能
の
損
失
額
は
三
兆
七
〇
〇
〇
億
円
に
な

る
と
し
て
い
る
。
小
麦
は
、
製
粉
を
経
て
、
麺
や
パ
ン
等
の
加
工

品
に
な
る
が
、
同
じ
く
関
税
が
ゼ
ロ
に
な
る
小
麦
粉
で
の
輸
入
に

と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
加
工
等
の
関
連
産

業
へ
の
影
響
も
含
め
て
計
算
す
る
と
、
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
減
少
額
八
兆
四
〇
〇
〇
億
円
、
就
業
機
会
の
減
少
数
は
三
五
〇

万
人
程
度
と
述
べ
て
い
る
。

農
業
の
生
産
減
少
額
の
最
大
は
米
の
二
兆
円
弱
で
あ
る
。
現
行

の
国
境
措
置
で
あ
る
キ
ロ
三
四
一
円
の
定
額
関
税
を
な
く
し
て
誰

で
も
輸
入
で
き
る
よ
う
に
し
、
今
ま
で
は
関
税
ゼ
ロ
で
輸
入
し
て

き
た
食
糧
庁
の
一
次
税
率
も
や
め
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
。

国
際
米
価
格
は
キ
ロ
五
〇
円
前
後
と
日
本
の
米
の
四
分
の
一
だ
か

ら
、
九
割
は
輸
入
米
に
置
き
換
わ
る
。

小
麦
で
は
、
ほ
ぼ
一
〇
割
の
国
内
小
麦
に
相
当
す
る
小
麦
粉

が
、
日
本
産
の
小
麦
粉
キ
ロ
一
一
三
円
に
対
し
て
半
額
以
下
の
四

五
円
で
輸
入
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

北
海
道
の
て
ん
菜
や
沖
縄
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
砂
糖
も
全
滅

し
、
粗
糖
・
精
糖
工
場
も
な
く
な
る
。

農
業
改
革
等
で
対
抗
す
る
手
は
あ
る
の
か
。

コ
ス
ト
競
争
が
無
理
な
ら
、
所
得
補
償
等
で
補
え
な
い
か
、
と

い
う
考
え
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
も
米
国
も
、
国
内
市
場
を

漸
次
海
外
と
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
し
、
そ
の
こ
と
で
低
下
す

る
市
場
価
格
と
介
入
価
格
と
の
差
を
所
得
補
て
ん
で
国
が
支
え
る

仕
組
み
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
だ
が
国
際
価
格
と
域
内
価
格
と
の

差
が
日
本
と
比
べ
少
な
く
、
財
政
負
担
を
軽
く
し
て
い
る
。
日
本

は
戸
別
所
得
補
償
で
も
そ
の
額
を
確
保
す
る
た
め
公
共
事
業
を
六

割
も
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
安
い
輸
入
農
産
物
に
対
抗

し
て
の
補
て
ん
は
、
財
政
的
に
不
可
能
な
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

（
Ｈ
２
）

時評 �����������������������������������
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１
、
は
じ
め
に

前
回
の
二
〇
〇
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、「
新
基
本
法
」
制
定
後

初
め
て
の
セ
ン
サ
ス
結
果
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
は
そ
の
分
析
か
ら

構
造
変
化
の
新
た
な
動
き
と
し
て
、
�
零
細
・
小
規
模
な
販
売
農

家
が
自
給
的
農
家
に
変
わ
る
動
き
と
、
そ
の
ま
ま
離
農
す
る
動
き

が
同
時
に
現
れ
始
め
た
こ
と
、
�
都
府
県
に
お
け
る
中
間
規
模
層

の
農
家
で
上
層
へ
の
移
動
が
停
滞
し
下
層
へ
の
移
動
が
強
ま
っ
て

お
り
、
新
た
な
大
規
模
農
家
の
形
成
・
量
的
確
保
が
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
、
�
農
業
労
働
力
の
高
齢
化
は
も
は
や
限
界
点
に

達
し
つ
つ
あ
り
、
近
々
基
幹
農
業
労
働
力
の
量
的
減
少
が
一
気
に

進
む
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
�
農
地
利
用
に
お
い
て
は
、
農
家
以

外
の
農
業
事
業
体
が
大
規
模
個
別
農
家
に
代
わ
っ
て
地
域
水
田
農

業
の
中
心
的
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
地
域
が
拡
大
し
て
い
る
こ

と
、
�
稲
作
の
作
業
受
委
託
が
水
田
の
貸
借
に
転
換
す
る
動
き
が

全
国
的
に
起
こ
り
始
め
た
こ
と
等
を
指
摘
し
た
�

。

そ
の
後
、
国
の
施
策
と
し
て
は
二
〇
〇
五
年
三
月
の
「
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
」
の
見
直
し
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
度
か

ら
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対
策
が
始
ま
る
。
そ
し
て
こ
の
中

で
、
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
集
落
営
農
組
織
が
地
域
農
業
の
担
い

手
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
直
接
的
な
政
策
対
象
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
全
国
各
地
で
集
落
営
農
組
織
が
数
多
く
設
立
さ
れ

た
。
二
〇
一
〇
年
農
業
セ
ン
サ
ス
結
果
は
、
こ
れ
ら
動
き
に
よ
る

地
域
農
業
構
造
の
変
化
を
見
る
上
で
大
い
に
注
目
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
が
、
現
段
階
で
は
昨
年
一
一
月
末
に
概
数
値
の
公
表
が
行
わ

れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
十
分
な
構
造
分
析
を
行
え
る
だ
け
の
デ
ー

タ
は
揃
っ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
二
〇
〇
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス

か
ら
調
査
体
系
や
定
義
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
た
め
、
二
〇

〇
〇
年
ま
で
の
旧
定
義
ベ
ー
ス
の
集
計
結
果
が
ほ
と
ん
ど
な
い
現

状
で
は
、
過
去
の
農
業
セ
ン
サ
ス
結
果
と
の
時
系
列
分
析
に
大
き

２
０
１
０
年
農
業
セ
ン
サ
ス（
概
数
値
）に
み
る

構
造
変
化
の
特
徴
と
地
域
性

農
林
水
産
政
策
研
究
所
主
任
研
究
官

橋
詰

登
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な
制
約
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た

デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
が
、
集
落
営
農
実
態
調
査
の
デ
ー

タ
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
二
〇
〇
五
年

か
ら
二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
の
構
造
変

化
の
特
徴
と
そ
の
地
域
性
に
つ
い
て
、

可
能
な
限
り
接
近
し
て
み
た
い
。

２
、
２
０
１
０
年
農
業
セ
ン
サ
ス

に
お
け
る
構
造
変
化
の
特
徴

ま
ず
始
め
に
、
一
九
九
〇
年
以
降
の

農
業
セ
ン
サ
ス
結
果
と
接
続
で
き
そ
う

な
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
農
業
構

造
の
変
化
を
概
観
す
る
と
（
表
１
）、二

〇
〇
五
―
一
〇
年
間
（
以
下
、「
今
期
」

と
い
う
）の
特
徴
的
な
動
き
と
し
て
以

下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

第
一
は
、
今
期
の
販
売
農
家
数
の
減

少
率
が
▲
一
六
・
九
％
（
二
〇
〇
〇
―

〇
五
年
間
（
以
下
、「
前
期
」
と
い
う
）

は
▲
一
六
・
〇
％
）
に
さ
ら
に
高
ま
る

と
と
も
に
、
自
給
的
農
家
の
増
加
率
が

資料：農業センサス（１９９０年、１９９５年、２０００年、２００５年、２０１０年（概数値））
注１）農業サービス事業体数には航空防除のみを行う事業体を含まない。
２）１９９０～２０００年の「組織経営体」は、農家以外の農業事業体（販売目的と牧草地経営体）と農業サービス
事業体の合計数である。

表１ 農業構造基礎指標の動き
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一
・
四
％
（
同
一
二
・
九
％
）
と
低
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
五

年
間
の
総
農
家
数
の
増
減
は
▲
一
一
・
二
％
（
同
▲
八
・
七
％
）

と
再
び
二
桁
台
の
減
少
率
と
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
土
地
持
ち

非
農
家
の
増
加
率
は
一
四
・
四
％
（
前
期
は
九
・
五
％
）
と
五
ポ

イ
ン
ト
近
く
上
昇
し
て
い
る
。

第
二
は
、
二
〇
〇
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
か
ら
の
新
定
義
で
あ
る

農
業
経
営
体
を
み
て
も
、
経
営
体
数
は
▲
一
六
・
四
％
の
減
少
と

な
り
、
特
に
家
族
経
営
体
で
の
減
少
率
が
▲
一
六
・
八
％
と
高

い
。
た
だ
し
、
組
織
経
営
体
に
つ
い
て
は
九
・
六
％
（
前
期
は
二

・
八
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
法
人
組
織
の
増
加
率
が

二
五
・
八
％
（
同
六
・
八
％
）
と
高
い
。

第
三
は
、
販
売
農
家
に
お
け
る
農
業
就
業
人
口
が
▲
二
二
・
三

％
（
前
期
は
▲
一
三
・
八
％
）
の
減
少
と
な
り
、
前
期
に
比
べ
減

少
率
が
一
〇
ポ
イ
ン
ト
近
く
上
昇
し
た
。
加
え
て
、
今
期
の
減
少

率
は
農
家
数
の
減
少
率
を
五
ポ
イ
ン
ト
強
上
回
っ
て
い
る
。

第
四
は
、
今
期
、
農
業
経
営
体
の
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
が

僅
か
▲
一
・
六
％
に
と
ど
ま
っ
た
。
旧
定
義
で
の
販
売
農
家
と
農

家
以
外
の
農
業
事
業
体
（
販
売
目
的
の
事
業
体
と
牧
草
地
経
営
体

の
合
計
）
の
経
営
耕
地
面
積
を
合
計
す
る
と
概
ね
新
定
義
の
農
業

経
営
体
の
経
営
耕
地
面
積
に
等
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
面
積
と
比

較
す
る
と
、
一
九
九
〇
年
以
降
、
二
〇
〇
五
年
ま
で
の
各
五
年
間

の
減
少
率
は
▲
五
〜
▲
六
％
で
推
移
し
て
お
り
、
今
期
の
経
営
耕

地
面
積
の
減
少
が
極
め
て
低
い
水
準
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

第
五
は
、
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
の
低
下
と
符
合
し
て
、
耕

作
放
棄
地
面
積（
総
農
家
と
土
地
持
ち
非
農
家
の
合
計
面
積
）は
、

二
〇
〇
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
時
に
比
べ
全
国
で
約
一
万
�
増
え
る

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
増
加
率
は
今
期
二
・
七
％
（
前
期
は
一
二

・
五
％
）
へ
と
急
激
に
低
下
し
て
い
る
�

。
一
方
、
農
業
経
営
体

の
借
入
耕
地
面
積
は
今
期
二
九
・
〇
％
に
増
加
し
て
お
り
、
面
積

が
一
〇
〇
万
�
を
超
え
た
。

こ
の
よ
う
な
、
現
段
階
で
確
認
で
き
る
こ
の
五
年
間
の
特
徴
的

な
動
き
と
、
前
述
し
た
二
〇
〇
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
分
析
か
ら
得

ら
れ
た
知
見
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
以
下
で
は
、
農
家
数
・
経

営
体
数
、
農
業
労
働
力
、
農
地
利
用
の
順
に
変
化
の
態
様
と
そ
の

地
域
性
を
検
討
す
る
。

３
、
農
家
数
お
よ
び
組
織
経
営
体
数
の
地
域
別
動
向

�

農
家
数
・
土
地
持
ち
非
農
家
数
の
動
き

ま
ず
農
家
数
の
動
き
に
地
域
差
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
み
る
（
表
２
）。今
期
の
総
農
家
数
の
減
少
率
は
全
国
平
均
で
▲

一
一
・
二
％
で
あ
っ
た
が
、
地
域
別
に
は
北
陸
で
▲
一
七
・
一

％
、北
九
州
で
▲
一
五
・
〇
％
、東
北
で
▲
一
二
・
三
％
と
高
く
、

前
期
に
比
べ
四
〜
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
地
域

は
、
い
ず
れ
も
前
期
に
比
べ
販
売
農
家
数
が
大
幅
に
減
少
し
て
お

り
（
他
の
地
域
は
全
て
前
期
に
比
べ
販
売
農
家
の
減
少
率
が
低

下
）、全
国
の
販
売
農
家
数
お
よ
び
総
農
家
数
の
減
少
率
を
高
め
て

��������������� ２０１０年農業センサス（概数値）にみる構造変化の特徴と地域性
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い
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
全
国
の
自
給
的
農
家
数
と
土
地
持
ち
非
農
家
数
は
、
前

期
に
引
き
続
き
増
加
し
て
い
る
が
、
地
域
別
に
み
る
と
、
自
給
的

農
家
は
東
北
や
北
関
東
で
七
〜
九
％
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し
、

南
九
州
や
沖
縄
で
は
▲
六
％
程
度
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
対
照

的
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
地
持
ち
非
農
家
に
つ
い
て

は
、
東
北
や
北
陸
が
二
〇
％
台
の
増
加
率
で
あ
る
の
に
対
し
、
四

国
、
南
九
州
、
沖
縄
な
ど
の
増
加
率
は
五
〜
六
％
台
と
低
い
。
こ

の
よ
う
に
農
家
数
、
土
地
持
ち
非
農
家
数
と
も
に
、
今
期
の
増
減

状
況
は
地
域
に
よ
っ
て
や
や
異
な
る
動
き
が
う
か
が
え
る
。

�

組
織
経
営
体
数
の
動
き

前
掲
表
１
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
前
期
、
農
家
以
外
の
農
業

事
業
体
が
大
幅
に
増
加
し
た
が
、
そ
の
要
因
は
、
水
稲
や
転
作
麦

・
大
豆
生
産
を
行
う
集
落
営
農
組
織
の
急
増
に
あ
り
、
こ
れ
ら
組

織
の
新
設
に
加
え
、
農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
か
ら
の
組
織
形
態
の

変
更
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
た
�

。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
動
き
が

二
〇
〇
五
年
以
降
ど
う
な
っ
た
か
が
注
目
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
前

述
し
た
よ
う
に
現
段
階
で
は
旧
定
義
で
あ
る
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
に
つ
い
て
の
集
計
結
果
が
な
い
た
め
、
そ
の
動
向
を
伺
い
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
定
義
の
中
で
、
集
落
営
農
組

織
の
動
き
を
把
握
で
き
る
指
標
と
し
て
組
織
経
営
体
（
旧
定
義
に

お
け
る
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
と
農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
の
合

計
に
概
ね
一
致
）
を
取
り
上
げ
、
経
営
体
数
の
動
向
を
表
３
に
よ

資料：農業センサス（１９９５年、２０００年、２００５年、２０１０年（概数値））
注．全国平均よりも３ポイント以上高いものを網掛数値で、３ポイント以上低いものを下線付き数値で示した。

表２ 販売農家・自給的農家・土地持ち非農家数増減率の地域別動向
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り
み
た
。

こ
の
表
か
ら
、
今
期
は
南
九
州
と
沖
縄
を
除
く
各
地
域
で
、
組

織
経
営
体
数
が
増
加
し
て
お
り
、
北
九
州
で
の
増
加
率
が
二
三
・

四
％
と
最
も
高
い
。
ま
た
、
前
期
に
経
営
体
数
が
一
割
以
上
減
少

し
て
い
た
東
海
、
山
陰
、
山
陽
で
も
、
今
期
は
逆
に
一
割
以
上
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
人
組
織
、
非
法
人
組
織
別
に

み
る
と
、
法
人
組
織
は
全
地
域
で
増
加
し
て
お
り
、
北
陸
お
よ
び

南
関
東
で
四
〇
％
を
超
え
る
増
加
率
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
、
非
法
人
組
織
は
東
海
、
山
陰
、
北
九
州
で
増
加
し
て
い
る
が
、

他
の
地
域
で
は
減
少
し
て
い
る
。
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対

策
を
契
機
に
設
立
さ
れ
た
集
落
営
農
組
織
の
多
く
が
非
法
人
の
任

意
組
織
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
意
外
な
結
果
と
も
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
は
、
非
法
人
の
組
織
経
営
体
の
中
に
、
前
期
急
激
な
減

少
傾
向
を
示
し
て
い
た
農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
が
数
多
く
含
ま
れ

て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
、
集
落
営
農
組
織
の
増
加
分
が
か
き
消
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

４
、
農
業
就
業
人
口
と
雇
用
農
業
労
働
力
の
動
向

�

販
売
農
家
に
お
け
る
農
業
就
業
人
口
の
動
き

全
国
の
販
売
農
家
の
農
業
就
業
人
口
（
農
業
に
主
と
し
て
従
事

し
た
世
帯
員
数
）
は
、
二
〇
〇
五
年
の
三
三
五
万
人
か
ら
二
〇
一

〇
年
で
は
二
六
一
万
人
へ
と
二
割
を
超
え
る
大
幅
な
減
少
と
な
っ

た
（
前
掲
表
１
参
照
）。ま
た
、
平
均
年
齢
も
二
〇
〇
五
年
の
六
三

資料：農業センサス（１９９５年、２０００年、２００５年、２０１０年（概数値））
注１）全国平均よりも１０ポイント以上高いものを網掛数値で、１０ポイント以上低いものを下線付き数値で示し

た。
２）１９９５年および２０００年の組織経営体数は、農家以外の農業事業体（販売目的と牧草地経営体）と農業サー
ビス事業体の合計数による。

表３ 組織経営体数増減率の地域別動向
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・
二
歳
か
ら
六
五
・
八
歳
へ
と
上
昇
し
て
お
り
、
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。

そ
こ
で
農
業
就
業
人
口
に
つ
い
て
、
各
五
年
間
の
年
齢
別
コ
ー

ホ
ー
ト
増
減
人
数
を
み
る
と
（
図
１
）、定
年
帰
農
層
が
含
ま
れ
る

期
末
年
齢
が
「
六
〇
〜
六
四
歳
」
層
の
増
加
人
数
が
前
期
の
八
・

〇
万
人
か
ら
今
期
は
五
・
八
万
人
へ
と
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
そ
の
前
後
の
年
齢
階
層
で
も
増
加
人
数
が
減
少
し
て
い
る

（「
六
五
〜
六
九
歳
」層
で
は
五
千
人
の
減
少
に
転
換
）。さ
ら
に
、

「
昭
和
一
桁
世
代
」
が
中
心
で
あ
る
「
七
五
歳
以
上
」
層
の
減
少

人
数
が
前
期
に
比
べ
八
・
四
万
人
増
え
て
い
る
の
に
対
し
、「
二
九

歳
以
下
」層
で
の
人
口
減
少
が
顕
著
と
な
っ
て
お
り
、六
〇
歳
前
後

の
年
齢
階
層
と
こ
れ
ら
年
齢
階
層
で
の
従
事
者
数
の
変
動
が
今
期

の
農
業
就
業
人
口
の
減
少
を
加
速
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
農
業
就
業
人
口
の
減
少
は
販
売
農
家
数
の
減
少
と
密

接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
後
の
集
落
営
農
組
織
の
分
析
で
も
詳

し
く
触
れ
る
が
、
協
業
経
営
と
な
る
集
落
営
農
組
織
へ
の
参
加
に

よ
っ
て
、
今
期
か
な
り
の
数
の
販
売
農
家
が
減
少
し
て
お
り
、
農

業
就
業
人
口
の
急
減
は
こ
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
。

減
少
し
た
農
業
就
業
人
口
の
中
に
は
、
組
織
の
オ
ペ
レ
ー
タ
と
い

う
立
場
で
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
主
に
農
業
に
従
事
し
て
い
る

世
帯
員
が
少
な
か
ら
ず
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

�

雇
用
農
業
労
働
力
の
導
入
状
況

雇
用
農
業
労
働
力
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
サ
ス
ご
と
に
調
査
方
法

資料：農業センサス（１９９５年、２０００年、２００５年、２０１０年（概数値））

図１ 農業就業人口の年齢別コーホート増減人数（全国：販売農家）
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が
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
時
系
デ
ー
タ
と
し
て
比
較
す
る

こ
と
が
難
し
い
が
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
つ
い
て
表
４
に
整
理
し

た
。
こ
の
表
か
ら
、
ま
ず
「
常
雇
」
を
み
る
と
、
二
〇
〇
〇
年
の

一
五
・
七
万
人
か
ら
二
〇
〇
五
年
に
一
二
・
九
万
人
へ
と
減
少
し

て
い
た
実
人
数
が
、
二
〇
一
〇
年
で
は
再
び
増
加
し
一
五
・
四
万

人
と
な
っ
て
い
る
。「
常
雇
」
を
導
入
し
て
い
る
農
業
経
営
体
割
合

お
よ
び
雇
い
入
れ
経
営
体
当
た
り
の
常
雇
人
数
を
計
算
し
て
み
る

と
、
総
経
営
体
数
が
一
六
％
強
減
少
し
た
こ
と
も
あ
り
、
導
入
経

営
体
割
合
は
二
〇
〇
五
年
の
一
・
四
％
か
ら
二
・
四
％
へ
と
上
昇

し
て
い
る
が
、
一
経
営
体
当
た
り
の
人
数
は
四
・
六
人
か
ら
三
・

八
人
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
施
設
園
芸
や
畜
産

と
い
っ
た
集
約
型
農
業
部
門
の
み
な
ら
ず
稲
作
等
の
土
地
利
用
型

農
業
部
門
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
に
よ
っ
て
不
足
す
る
農
業
労
働

力
を
雇
用
者
に
よ
っ
て
補
う
動
き
が
、
拡
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

他
方
、「
臨
時
雇
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
に
比
べ
実
人
数

と
導
入
経
営
体
割
合
が
僅
か
で
は
あ
る
が
減
少
し
て
い
る
（
一
経

営
体
当
た
り
の
人
数
は
四
・
二
人
か
ら
五
・
一
人
に
増
加
）。し
か

し
、
二
〇
〇
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
ま
で
「
臨
時
雇
」
と
「
手
間
替

え
・
ゆ
い
・
手
伝
い
」
が
そ
れ
ぞ
れ
別
に
把
握
さ
れ
て
い
た
も
の

が
、
二
〇
一
〇
年
農
業
セ
ン
サ
ス
で
は
「
臨
時
雇
」
と
し
て
一
括

し
て
把
握
す
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年
で
は
同

一
の
者
が
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
重
複
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

資料：農業センサス（１９９５年、２０００年、２００５年）
注１）「常雇」は、主として自営の農作業のために雇った人で、７か月以上の期間を定めて雇った人をいう。ま

た、「臨時雇」は、農業雇用労働のうち常雇以外のもの（農業日雇、農業季節雇など）をいう。なお、２０１０
年の調査票ではそれまで分離して把握されていた「臨時雇」と「手間替え・ゆい・手伝い」を一括で把
握しているため、２００５年以前についても両者を合算した。このため、両者に該当している場合は重複し
て集計されており、実人数や雇い入れ経営体数が過大になっている可能性がある。

２）旧定義における「農家以外の事業体」は、販売目的と牧草地経営体の合算である。ただし、協業経営体
の参加世帯は含まない。

表４ 雇用農業労働力の動向
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と
か
ら
、
こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
二
〇
一
〇
年
の
「
臨
時
雇
」
の
人

数
お
よ
び
導
入
経
営
体
割
合
は
、「
常
雇
」
と
同
じ
よ
う
に
前
回
農

業
セ
ン
サ
ス
時
か
ら
増
加
・
上
昇
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
家
族
労
働
力
の
高
齢
化
と
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
く
中
で
、
経
営
体
の
種
類
や
経
営
規
模
、
経
営
作
物
な
ど

に
よ
っ
て
雇
用
農
業
労
働
力
の
導
入
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
い
る
か
、
詳
細
な
分
析
を
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

５
、
農
地
利
用
の
変
化
と
集
落
営
農
組
織

�

経
営
耕
地
面
積
の
動
向

農
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
農
業
経
営
体
の
経
営
耕
地
面
積
と
借

入
耕
地
面
積
、
農
地
所
有
世
帯
（
総
農
家
と
土
地
持
ち
非
農
家
の

合
計
）
の
耕
作
放
棄
地
面
積
が
都
道
府
県
別
に
公
表
さ
れ
て
い
る

の
み
で
、
経
営
主
体
別
・
経
営
規
模
別
の
面
積
や
田
畑
別
の
内
訳

が
一
切
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
前
期
大
き
な
変
化
が
確
認
さ

れ
た
水
田
農
業
に
お
け
る
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
（
集
落
営
農

組
織
等
）
の
農
地
集
積
や
稲
作
の
作
業
受
委
託
か
ら
水
田
の
貸
借

へ
の
転
換
の
動
き
等
を
分
析
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

農
業
経
営
体
の
経
営
耕
地
面
積
減
少
率
を
総
農
家
数
減
少
率
と
比

較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
期
に
お
け
る
農
地
集
積
の
動
き
と
そ

の
地
域
的
特
徴
を
み
た
（
表
５
）。

同
表
か
ら
ま
ず
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
の
推
移
を
み
る
と
、

前
掲
表
１
で
も
み
た
よ
う
に
、
全
国
の
農
業
経
営
体
の
経
営
耕
地

資料：農業センサス（１９９０年、１９９５年、２０００年、２００５年、２０１０年（概数値））
注．新定義の経営耕地面積は農業経営体、旧定義は販売農家と農家以外の農業事業体（販売目的と牧草地経営
体）の合計面積である。

表５ 経営耕地面積減少率と総農家数減少率の比較
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面
積
は
今
期
僅
か
一
・
六
％
の
減
少
に
と
ど
ま
り
、
前

期
（
販
売
農
家
と
農
家
以
外
の
農
業
事
業
体
の
合
計
面

積
）
に
比
べ
減
少
率
が
五
ポ
イ
ン
ト
近
く
低
下
し
て
い

る
。
地
域
別
に
は
北
海
道
、
北
陸
、
南
九
州
で
今
期
の

減
少
率
が
一
％
に
も
満
た
な
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
前
期
一
〇
％
超
え
る
減
少
率
で
あ
っ
た
東
山
、
山

陽
、
四
国
、
沖
縄
で
も
三
〜
六
％
の
減
少
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。

ま
た
、総
農
家
数
の
減
少
率
と
比
較
す
る
と
、前
期
は

東
山
、
東
海
、
山
陽
、
四
国
等
の
七
地
域
で
経
営
耕
地

面
積
の
減
少
率
の
方
が
総
農
家
数
の
減
少
率
を
上
回
っ

て
お
り
、
逆
に
、
総
農
家
数
の
減
少
率
を
一
〇
ポ
イ
ン

ト
以
上
下
回
る
地
域
は
北
海
道
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か

し
今
期
は
、
全
地
域
で
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
が
総

農
家
数
の
減
少
率
を
下
回
り
、北
海
道
の
ほ
か
東
北
、北

陸
、
北
九
州
、
南
九
州
の
四
地
域
で
も
両
者
の
差
が
一

〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
経
営
耕
地
面
積
の

減
少
率
が
低
く
、
か
つ
総
農
家
数
の
減
少
率
と
の
差
が

大
き
い
こ
れ
ら
地
域
で
は
、
こ
の
五
年
間
に
大
規
模
な

個
別
経
営
体
や
組
織
経
営
体（
集
落
営
農
組
織
等
）に
急

速
に
農
地
の
集
積
が
図
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
を
都
道
府
県
別
に
み
る
と
（
図

２
）、前
期
二
六
も
あ
っ
た
経
営
耕
地
面
積
の
減
少
率
の

資料：農業センサス（１９９５年、２００５年、２０１０年（概数値））
注．２０００－０５年の経営耕地面積減少率は、販売農家と農家以外の農業事業体（販売目的＋牧草地経営体）の合
計面積による。

図２ 総農家数減少率と経営耕地面積減少率との関係の比較
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方
が
総
農
家
数
の
減
少
率
を
上
回
っ
て
い
た
都
府
県
が
、
今
期
は

東
京
都
と
神
奈
川
県
の
二
つ
の
み
と
な
り
、
逆
に
、
経
営
耕
地
面

積
の
減
少
率
の
方
が
一
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
低
い
と
こ
ろ
が
佐
賀
県

（
そ
の
差
は
三
三
・
八
ポ
イ
ン
ト
）、富
山
県
（
同
二
五
・
四
ポ
イ

ン
ト
）、福
井
県
（
同
二
〇
・
〇
ポ
イ
ン
ト
）、福
岡
県
（
同
一
七
・

三
ポ
イ
ン
ト
）、滋
賀
県
（
同
一
六
・
九
ポ
イ
ン
ト
）、秋
田
県
（
同

一
六
・
七
ポ
イ
ン
ト
）、石
川
県
（
同
一
六
・
五
ポ
イ
ン
ト
）、宮
城

県
（
同
一
五
・
七
ポ
イ
ン
ト
）
等
、
一
四
道
県
（
前
期
は
北
海
道

と
富
山
県
の
み
）
に
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
前
期
、
今
期
と
も
に

両
減
少
率
の
間
に
は
弱
い
負
の
相
関
関
係
が
う
か
が
え
る
が
、
今

期
そ
の
傾
向
が
や
や
強
ま
る
傾
向
に
あ
る
。

�

借
地
に
よ
る
農
地
流
動
化
と
構
造
変
化

前
掲
表
１
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
今
回
、
全
国
の
借
入
耕
地

面
積
（
農
業
経
営
体
）
が
二
〇
〇
五
年
時
点
に
比
べ
三
割
近
く
増

加
し
て
、
一
〇
〇
万
�
を
突
破
し
た
。
農
地
の
流
動
化
状
況
を
示

す
借
入
耕
地
面
積
率
（
経
営
耕
地
面
積
に
占
め
る
借
入
耕
地
面
積

の
割
合
）
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
六
・
九
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
二
〇

一
〇
年
で
は
二
九
・
三
％
に
ま
で
達
し
て
い
る
（
表
６
）。

こ
れ
を
地
域
別
に
み
る
と
、
東
北
、
北
陸
、
北
九
州
で
の
借
入

耕
地
面
積
率
の
上
昇
が
顕
著
で
あ
り
、
特
に
北
九
州
で
は
二
四
・

〇
％
か
ら
三
八
・
九
％
へ
と
一
気
に
一
四
・
九
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
北
海
道
と
沖
縄
を
除
く
各
地
域
で
も
五
ポ

イ
ン
ト
以
上
の
上
昇
と
な
っ
て
お
り
、
都
府
県
平
均
で
み
て
も
九

資料：農業センサス（１９９５年、２０００年、２００５年、２０１０年（概数値））
注．旧定義における面積率は、販売農家と農家以外の農業事業体（販売目的および牧草地経営体）の合計面積
による。

表６ 農業経営体（販売農家・農家以外の農業事業体）の借入耕地面積率の動向

２０１０年農業センサス（概数値）にみる構造変化の特徴と地域性����������������
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ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
三
二
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
農

業
経
営
体
の
経
営
耕
地
面
積
の
三
分
の
一
以
上
を
借
入
耕
地
が
占

め
る
地
域
が
二
〇
〇
五
年
に
は
皆
無
で
あ
っ
た
が
、今
回
、北
陸
の

四
二
・
八
％
を
筆
頭
に
、北
九
州
（
三
八
・
九
％
）、南
九
州（
三
六

・
九
％
）、山
陰
（
三
三
・
六
％
）、東
海
（
三
三
・
五
％
）
の
四
地

域
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
借
入
耕
地
面
積
率
が
最
も
低
い
北
海
道

で
も
今
回
二
〇
％
を
上
回
っ
て
お
り
、
程
度
の
差
は
あ
れ
全
国
各

地
域
で
借
地
に
よ
る
農
地
の
流
動
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
こ
れ
を
都
道
府
県
単
位
に
み
る
と
、
二
〇
一
〇
年
で
は

七
県
の
借
入
耕
地
面
積
率
が
四
〇
％
を
超
え
、そ
の
う
ち
佐
賀
県
、

富
山
県
、
滋
賀
県
の
三
県
は
五
〇
％
台
、
す
な
わ
ち
農
業
経
営
体

の
経
営
耕
地
の
過
半
が
借
入
耕
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
借
入

耕
地
面
積
率
の
高
い
上
位
の
県
は
、
二
〇
〇
五
年
時
点
で
の
同
面

積
率
が
既
に
高
か
っ
た
県
が
、
さ
ら
に
面
積
率
を
高
め
た
と
こ
ろ

（
富
山
県
、
滋
賀
県
、
石
川
県
、
福
井
県
等
）
と
、
こ
の
五
年
間

で
急
激
に
面
積
率
が
上
昇
し
た
と
こ
ろ
（
佐
賀
県
、
福
岡
県
、
山

形
県
等
）
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
か
れ
る
。
と
り
わ
け
、
後
者
に

お
け
る
佐
賀
県
の
こ
の
五
年
間
の
借
入
耕
地
面
積
率
の
上
昇
は
著

し
く
、
二
〇
〇
五
年
の
二
二
・
七
％
か
ら
五
九
・
一
％
へ
と
一
気

に
三
六
・
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
借
地
に
よ
る
農
地
流
動
化
の
進
展

は
、
地
域
農
業
構
造
に
様
々
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
借
入
耕
地
面
積
の
増
減
率
と
他
の
農
業
構
造

指
標
（
二
〇
一
〇

年
農
業
セ
ン
サ
ス

の
概
数
値
で
把
握

可
能
な
指
標
）
と

の
都
道
府
県
別
デ

ー
タ
に
よ
る
単
相

関
分
析
を
行
っ
て

み
た
（
表
７
）。す

る
と
、
幾
つ
か
興

味
あ
る
結
果
が
得

ら
れ
た
。

第
一
は
、
総
農

家
数
お
よ
び
販
売

農
家
数
の
増
減
率

と
負
の
相
関
関
係

が
、
土
地
持
ち
非

農
家
数
と
は
正
の

相
関
関
係
が
強
ま

っ
た
こ
と
で
あ

る
。
特
に
、
販
売

農
家
数
が
減
少
し

て
い
る
都
道
府
県

ほ
ど
借
入
耕
地
面

資料：農業センサス（１９９５年、２０００年、２００５年、２０１０年（概数値））
注１）都道府県データを用いた単相関分析結果であり、〔＊＊〕は１％水準、〔＊〕は５％水準で有意な項目を指

す。
２）２０００年以前の農業経営体は、販売農家と農家以外の農業事業体（販売目的および牧草地経営体）の合計
値による。

表７ 借入耕地の増減率と他の農業構造指標との相関関係
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積
が
増
え
て
い
る
事
実
は
、
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た

構
造
改
革
の
動
き
が
各
地
で
加
速
し
始
め
た
と
も
言
え
よ
う
。

第
二
は
、
組
織
経
営
体
数
の
増
減
率
と
の
相
関
が
正
に
も
ど

り
、
弱
い
な
が
ら
も
有
意
な
相
関
関
係
が
現
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
お
そ
ら
く
数
多
く
設
立
さ
れ
た
集
落
営
農
組
織
が
、
借
地

に
よ
っ
て
経
営
規
模
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
姿
を
反
映
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

第
三
は
、
耕
作
放
棄
地
面
積
の
増
減
率
と
は
、
依
然
と
し
て
弱

い
な
が
ら
も
正
の
相
関
関
係
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
農
地
の
中
心

的
な
出
し
手
で
あ
る
自
給
的
農
家
や
土
地
持
ち
非
農
家
が
増
加
し

続
け
る
中
で
、
こ
れ
ら
世
帯
が
所
有
す
る
農
地
の
多
く
は
集
落
営

農
組
織
や
大
規
模
個
別
経
営
体
に
貸
し
付
け
ら
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
こ
れ
ら
担
い
手
の
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
受
け
き
れ
な
い
農

地
が
同
時
に
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

�

集
落
営
農
組
織
の
動
向
と
構
造
変
化
の
態
様

集
落
営
農
組
織
の
展
開
に
よ
る
地
域
農
業
構
造
の
変
化
を
み
る

た
め
、
毎
年
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
「
集
落
営
農
実
態
調
査
」
の

デ
ー
タ
と
二
〇
一
〇
年
の
概
数
値
を
含
む
農
業
セ
ン
サ
ス
デ
ー
タ

と
を
組
合
せ
、
構
造
変
化
の
態
様
を
探
っ
て
み
る
。

始
め
に
、
集
落
営
農
実
態
調
査
結
果
か
ら
二
〇
〇
五
年
以
降
の

集
落
営
農
組
織
数
と
組
織
の
集
積
面
積
を
表
８
に
整
理
し
た
。
こ

の
表
か
ら
、
ま
ず
全
国
の
集
落
営
農
組
織
数
の
推
移
を
み
る
と
、

資料：集落営農実態調査結果（農林水産省統計部）各年版
注．前年から２０％以上組織数、集積面積が増加しているものを□で囲んだ。

表８ 集落営農組織数および組織の集積面積の動向
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二
〇
〇
五
年
時
点
の
一
〇
、
〇
六
三
組
織
か
ら
増
加
を
続
け
二
〇

一
〇
年
で
は
一
三
、
五
七
七
組
織
へ
と
三
千
組
織
以
上
増
え
て
い

る
（
増
加
率
三
四
・
九
％
）。年
次
別
に
み
る
と
、
二
〇
〇
六
―
〇

七
年
間
の
増
加
率
が
一
五
・
四
％
と
最
も
高
く
、「
水
田
・
畑
作
経

営
所
得
安
定
対
策
」
へ
加
入
す
る
た
め
の
駆
け
込
み
設
立
が
多
か

っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
組
織
化

の
動
き
が
比
較
的
鈍
か
っ
た
東
北
、
北
関
東
、
四
国
、
北
九
州
等

で
、
こ
の
時
期
に
組
織
数
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
。
一
方
、
集
落
営
農
の
先
進
地
で
あ
る
北
陸
、
近
畿
、
山
陰
、

山
陽
で
の
組
織
数
の
増
加
は
緩
や
か
で
あ
り
、
近
年
は
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
。

次
に
、
集
落
営
農
組
織
の
集
積
面
積
（
経
営
耕
地
面
積
と
農
作

業
受
託
面
積
の
合
計
）
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
国
計
で
は
二
〇
〇

五
年
の
三
五
・
三
万
�
か
ら
増
加
を
続
け
、
二
〇
〇
九
年
に
は
五

〇
・
二
万
�
ま
で
達
し
た
が
、
二
〇
一
〇
年
で
は
僅
か
に
減
少
し

四
九
・
五
万
�
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
〇
五
年
か
ら
の
増
加
率
は

四
〇
・
二
％
）。こ
れ
を
地
域
別
に
み
る
と
、
組
織
数
が
増
加
し
た

地
域
に
お
い
て
集
積
面
積
の
増
加
率
も
高
く
、
東
北
、
北
関
東
、

北
九
州
等
で
は
ほ
ぼ
二
倍
の
面
積
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
地
域

は
、
い
ず
れ
も
二
〇
〇
七
年
か
ら
二
〇
〇
八
年
に
か
け
て
集
積
面

積
が
急
増
し
て
お
り
、
前
述
し
た
よ
う
に

「
水
田
・
畑
作
経
営

所
得
安
定
対
策
」
へ
の
加
入
を
契
機
に
組
織
化
が
図
ら
れ
、
農
地

の
集
積
が
急
速
に
進
ん
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
北
陸
や
近
畿

で
の
集
積
面
積
は
、組
織
数
と
同
様
に
近
年
頭
打
ち
状
況
に
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
集
落
営
農
組
織
の
展
開
が
、
農
業
構
造
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
集
落
営
農
組
織
の
農
地

集
積
水
準
お
よ
び
集
積
動
向
と
農
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
農
業
構

造
指
標
（
い
ず
れ
も
都
道
府
県
別
デ
ー
タ
）
と
の
単
相
関
分
析
を

試
み
た
（
表
９
）。こ
の
表
か
ら
、
集
落
営
農
組
織
の
農
地
集
積
水

準
と
は
、
総
農
家
数
や
販
売
農
家
数
の
増
減
と
強
い
負
の
相
関

が
、
土
地
持
ち
非
農
家
数
の
増
減
と
は
比
較
的
強
い
正
の
相
関
が

あ
り
、販
売
農
家
数
の
動
き
と
の
相
関
関
係
が
最
も
強
い
。ま
た
、

借
入
耕
地
面
積
の
増
減
率
や
同
面
積
率
の
上
昇
ポ
イ
ン
ト
数
、
さ

ら
に
は
二
〇
一
〇
年
の
借
入
耕
地
面
積
率
と
の
相
関
も
強
く
、
集

落
営
農
組
織
が
借
地
に
よ
っ
て
農
地
集
積
を
図
っ
て
い
る
様
子
が

こ
の
分
析
結
果
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
集
落
営
農
組
織

の
農
地
集
積
動
向
と
借
入
耕
地
面
積
の
増
減
率
や
同
面
積
率
の
上

昇
ポ
イ
ン
ト
数
と
の
間
に
も
強
い
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
か

ら
も
確
認
で
き
る
。

な
お
、
組
織
経
営
体
数
の
増
減
率
と
は
、
農
地
の
集
積
水
準
、

集
積
動
向
と
も
に
正
の
有
意
な
関
係
に
は
あ
る
が
係
数
は
さ
ほ
ど

大
き
く
な
い
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
組
織
経
営
体
の
中
に

近
年
減
少
傾
向
が
顕
著
な
農
業
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
が
含
ま
れ
て
い

る
た
め
で
あ
り
、
こ
れ
を
除
く
販
売
目
的
の
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
に
限
定
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
強
い
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
と

推
察
さ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
都
道
府
県
別
デ
ー
タ
を
用
い
た
単
相
関
分
析
か

ら
、
二
〇
〇
五
年
以
降
に
お
け
る
集
落
営
農
組
織
の
展
開
が
農
業

構
造
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

わ
け
だ
が
、
最
後
に
、
強
い
負
の
相
関
関
係
が
み
ら
れ
た
集
落
営

農
組
織
の
農
地
集
積
水
準
と
販
売
農
家
数
の
減
少
率
に
よ
っ
て
各

都
道
府
県
を
プ
ロ
ッ
ト
し
て
み
る
と
（
図
３
）、右
上
が
り
の
回
帰

直
線
周
辺
に
各
都
道
府
県
が
き
れ
い
に
並
ぶ
（
決
定
係
数
〇
・
八

〇
五
三
）。

そ
の
中
で
、
今
期
、
特
徴
的
な
動
き
を
示
し
て
い
る
の
が
佐
賀

県
で
あ
り
、
組
織
の
集
積
面
積
率
が
急
激
に
上
昇
し
五
三
・
八
％

と
な
る
一
方
で
、
販
売
農
家
数
の
減
少
率
も
四
〇
・
八
％
と
な
っ

て
お
り
、
両
率
と
も
に
突
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
く
か
ら
組
織

化
が
進
展
し
て
お
り
二
〇
一
〇
年
の
集
積
率
が
と
も
に
三
割
を
超

え
て
い
る
富
山
県
や
福
井
県
で
の
販
売
農
家
数
の
減
少
率
も
そ
れ

ぞ
れ
三
〇
・
三
％
、
二
六
・
〇
％
と
高
く
、
福
岡
県
や
滋
賀
県
で

も
同
様
の
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ら
の
県
は
、
総
じ
て
稲
作
を
中
心
と
す
る
農
家
が
多
い
県

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
業
型
の
集
落
営
農
組
織
へ
の
参
加
に
よ
っ

て
、
多
く
の
販
売
農
家
が
土
地
持
ち
非
農
家
も
し
く
は
自
給
的
農

家
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

６
、
お
わ
り
に

二
〇
一
〇
年
農
業
セ
ン
サ
ス
（
概
数
値
）
の
分
析
か
ら
構
造
変

資料：農業センサス（２００５年、２０１０年（概数値））、集落営農実態調査（２００６年、２０１０年）
注．都道府県データを用いた単相関分析結果であり、〔＊＊〕は１％水準、〔＊〕は５％水準で有意な項目を指
す。

表９ 集落営農組織の農地集積状況と農業構造指標との相関関係
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資料：集落営農実態調査結果（０６年、１０年）、耕地及び作付面積統計（０５年、０９年）、農業センサス（０５年、１０年（概
数値））
注１）集積水準は、２０１０年の集落営農組織の集積面積を２００９年の耕地面積で除して求めた。
２）●は２００６年から集積率が１０P以上アップした県を、■は同５～１０Pアップした県を示す。

図３ 集落営農組織の農地集積水準と販売農家数減少との関係
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化
の
特
徴
を
み
て
き
た
。
限
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
結
果
で

は
あ
っ
た
が
「
こ
の
五
年
間
の
農
業
構
造
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
大

き
く
変
化
し
て
い
る
」と
結
論
づ
け
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。そ
し
て
、

そ
の
変
化
の
原
因
が
集
落
営
農
組
織
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
間
違
い

な
い
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
現
段
階
で
は
、
そ
れ
を
直
接
分
析

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
が
な
い
。
今
後
、
順
次
公
表
さ
れ
て
い
く
で

あ
ろ
う
二
〇
一
〇
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
詳
細
な
集
計
結
果
を
待
っ

て
、
引
き
続
き
今
期
の
構
造
変
化
の
態
様
と
そ
の
地
域
性
を
分
析

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

な
お
そ
の
場
合
、
鍵
を
握
る
集
落
営
農
組
織
が
、
今
回
の
農
業

セ
ン
サ
ス
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
注
意
深

く
み
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
農
業
セ
ン
サ
ス
は
実
態
主
義
で
経

営
体
の
把
握
が
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
集
落
営
農
組
織
の
活
動
状

況
と
構
成
農
家
の
組
織
へ
の
か
か
わ
り
方
に
よ
っ
て
、
統
計
把
握

の
方
法
は
一
様
で
は
な
い
。

新
し
く
設
立
さ
れ
た
集
落
営
農
組
織
の
実
態
調
査
を
し
て
み
る

と
、
例
え
ば
、
米
は
「
枝
番
管
理
」
で
あ
り
構
成
農
家
が
個
別
に

作
業
を
行
っ
て
い
る
が
転
作
作
物
は
全
て
組
織
で
対
応
し
て
い
る

も
の
や
、
米
に
つ
い
て
は
ご
く
一
部
の
構
成
農
家
分
（
管
理
作
業

す
ら
で
き
な
く
な
っ
た
高
齢
農
家
分
等
）
に
限
っ
て
組
織
の
経
営

に
取
り
込
ん
で
い
る
も
の
と
い
っ
た
よ
う
な
、
ま
さ
に
発
展
過
程

に
あ
る
組
織
が
多
く
、
集
落
営
農
組
織
の
経
営
部
分
と
構
成
農
家

の
経
営
部
分
が
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
は
、
個
々
の
ケ

ー
ス
ご
と
に
異
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
五
年
間
で
農
家
数
や
農
業
労
働
力
、
さ
ら

に
は
農
地
利
用
が
大
き
く
変
化
し
た
県
や
市
町
村
に
つ
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
集
落
営
農
組
織
と
参
加
農
家
の
経
営
実
態
を

し
っ
か
り
と
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
の
要
因
を
慎
重
に
吟
味
し
て
み

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

注
�

橋
詰
登
（
二
〇
〇
三
）「
日
本
農
業
・
農
村
の
新
た
な
構
造
変
化－

二

〇
〇
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
分
析－

」、農
林
水
産
政
策
研
究
№
一
四
を

参
照
。

�

農
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
は
、「
以
前
耕
地
で
あ
っ
た
も

の
で
、
過
去
一
年
間
以
上
作
物
を
栽
培
せ
ず
、
し
か
も
こ
の
数
年
の
間

に
再
び
耕
作
す
る
は
っ
き
り
し
た
意
志
の
な
い
土
地
」
と
な
っ
て
い
る

が
、
続
け
て
「
耕
作
放
棄
地
と
す
る
も
の
は
、
多
少
手
を
加
え
れ
ば
耕

地
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
、
長
期
間
に
わ
た
り
放
置
し
、
現
在
、

原
野
化
し
て
い
る
よ
う
な
土
地
は
こ
こ
に
は
含
め
な
い
（
こ
の
よ
う
な

土
地
は
ど
こ
に
も
計
上
し
な
い
）」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

農
業
セ
ン
サ
ス
の
耕
作
放
棄
地
面
積
の
デ
ー
タ
は
、
新
た
な
耕
作
放
棄

地
が
加
わ
る
と
同
時
に
長
年
放
棄
さ
れ
た
面
積
が
減
っ
て
い
く
と
い
っ

た
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
セ
ン
サ
ス
間
の
耕
作
放
棄

地
の
増
加
面
積
や
増
加
率
を
計
算
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
の
間
に
新
た
に

発
生
し
た
耕
作
放
棄
地
面
積
や
そ
の
割
合
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
点
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

�

前
掲
橋
詰
（
二
〇
〇
三
）
二
一
ペ
ー
ジ
を
参
照
。
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本
号
で
は
二
〇
一
〇
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
概
要
と
特
徴
的
な
動
き
や
な
ポ
イ
ン
ト
を
農
林

水
産
政
策
研
究
所
の
橋
詰
登
氏
に
報
告
を
お
願
い
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
橋
詰
氏
の
報
告
は
前
掲
の
論
文
と
し
て
収
録
し
た
。
以
下
は
質
疑
応
答
で
あ
る
。

安
藤

（
司
会
）
橋
詰
さ
ん
、
ご
報
告
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

論
旨
も
明
快
で
す
の
で
、
特
に
司
会
の
方
で
何
か
取
り
ま
と
め

は
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま
質
疑
応
答
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど

な
た
か
ら
で
も
疑
問
点
、
あ
る
い
は
ご
意
見
が
あ
れ
ば
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

服
部

単
純
な
質
問
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
終
わ
り
の
と
こ
ろ

で
い
わ
れ
た
集
落
営
農
組
織

に
お
い
て
、
実
際
に
は
個
々

の
農
家
と
し
て
、
特
に
コ
メ

に
関
し
て
は
や
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
が
か
な
り
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
。
た
だ
、
セ
ン
サ
ス

で
と
ら
え
る
場
合
に
は
一
種

の
二
重
構
造
的
な
と
こ
ろ
が
、
大
変
と
ら
え
に
く
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
か
ら
、
そ
こ
が
出
て
く
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
お
話
で
し
た
。
そ
こ
が
一
番
、
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う

な
気
が
す
る
の
で
す
。

セ
ン
サ
ス
と
し
て
は
、
確
か
に
今
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
非
常
に

と
ら
え
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
が
焦
点
の

問
題
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
そ
れ
を
捕
捉
す
る
よ
う
な
、
そ
れ
を

補
う
よ
う
な
実
態
調
査
を
、
農
水
省
な
り
政
策
研
が
や
る
と
い
う

準
備
は
あ
る
の
で
す
か
。
あ
る
い
は
や
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

橋
詰

今
回
の
報
告
は
概
数
値
の
段
階
な
の
で
、
も
う
少
し
詳

細
な
デ
ー
タ
が
出
て
き
た
と
き
に
分
析
す
れ
ば
、
そ
の
辺
の
と
こ

ろ
が
も
っ
と
明
快
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
も
う
調
査
が
終

わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
セ
ン
サ
ス
の
中
で
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
を
見
て
い
く
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

安藤 光義氏
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え
ば
、
一
番
典
型
的
な
の
は
佐
賀
県
で
す
け
れ
ど
も
、
佐
賀

は
も
と
も
と
組
織
化
が
進
ん
だ
県
で
あ
り
ま
し
て
、
機
械
の
共
同

利
用
組
織
だ
と
か
、
あ
る
い
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
共
同
利
用
組

合
だ
と
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
経
営
安
定
対
策
の
前
か
ら
す
で
に

あ
っ
て
、
し
か
も
裏
作
の
麦
や
転
作
大
豆
を
集
団
転
作
で
ず
っ
と

や
っ
て
い
た
地
域
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
面
で
様
々
な
組
織
的
取

組
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
が
経
営
安
定
対
策
に
加
入
す
る

た
め
に
集
落
営
農
組
織
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
法
人

化
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。
六
百
六
十
幾
つ
の
組
織
が
あ
る
の

で
す
け
れ
ど
も
、
法
人
化
し
て
い
る
の
は
六
つ
ぐ
ら
い
な
の
で

す
。
非
常
に
重
層
的
に
組
織
が
あ
っ
て
、
ど
こ
を
農
業
経
営
体
に

す
る
の
か
、
非
常
に
複
雑
な
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
福
岡
な
ん
か
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
麦
・
大
豆
は
も
ち
ろ

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
コ
メ
も
協
業
で
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
恐
ら

く
協
業
経
営
組
織
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
一
つ
の
組
織
経
営
体
に

な
っ
て
、
構
成
農
家
が
す
べ
て
土
地
持
ち
非
農
家
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
こ
れ
だ
け
の
農
家
が
減
少
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
単
位
だ
と
か
農
協
の
支
所
単
位
で
組
織
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
面
で
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
わ

っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
も
の
を
現
地
の
実
態
と
組
み
合
わ
せ
て
み

れ
ば
、
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
な
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

あ
と
集
落
営
農
実
態
調
査
と
い
う
の
が
農
水
省
の
統
計
部
で
毎

年
や
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
集
落
営
農
活
動
実
態
調
査
で
活

動
面
も
含
め
た
調
査
も
や
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
デ
ー
タ

と
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
み
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
か
な

と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
セ
ン
サ
ス
で
は
、
協
業
経
営
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
と

個
々
の
農
家
の
調
査
が
一
切
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か

ら
、
農
家
が
保
有
し
て
い
る
農
業
労
働
力
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
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は
個
人
で
ま
だ
も
っ
て
い
る
機
械
で
あ
る
と
か
、
そ
う
い
う
も
の

は
一
切
表
に
出
て
こ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
は
今
の

セ
ン
サ
ス
上
の
限
界
と
い
う
か
、
協
業
経
営
組
織
が
こ
ん
な
に
ふ

え
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
販
売
農
家
の
減

少
率
が
急
激
に
高
ま
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
労
働
力
が
大
き
く
減

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
単
純
に
み
な
い
で
、
全
体
的
な
分
析
か

ら
総
合
的
に
み
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

安
藤

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ほ
か
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

で
は
私
か
ら
一
つ
、
よ
ろ

し
い
で
す
か
。
東
北
で
も
構
造
変
動
が
大
き
く
進
み
始
め
た
と
み

て
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
集
落
営
農
が
伸
び
て
き
て

い
る
こ
と
は
橋
詰
さ
ん
が
つ
く
ら
れ
た
、
例
え
ば
一
番
最
後
の
図

３
で
す
。
こ
こ
で
色
が
つ
い
て
い
る
宮
城
と
か
、
山
形
と
か
、
秋

田
に
し
て
も
そ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
東
北
で
集
落
営
農
が
か
な
り

伸
び
て
い
ま
す
よ
ね
。
で
す
か
ら
、
集
落
営
農
が
設
立
さ
れ
た
こ

と
で
販
売
農
家
数
が
減
っ
て
構
造
変
動
が
進
ん
だ
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
み
せ
か
け
だ
け
の
構
造
変
動
の
可
能
性
も
あ
る
わ

け
で
す
が
、
自
給
的
農
家
が
結
構
ふ
え
て
い
る
と
い
う
話
が
表
２

で
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。

土
地
持
ち
非
農
家
に
つ
い
て
は
、
販
売
農
家
が
集
落
営
農
に
取

り
込
ま
れ
て
増
加
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
土
地
持

ち
非
農
家
だ
け
で
な
く
、
自
給
的
農
家
も
増
加
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
と
東
北
も
と
う
と
う
離
農
が
主
体
的
に
進
み
始

め
た
の
か
な
と
い
う
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
農
地
供

給
層
が
相
当
形
成
さ
れ
始
め
て
き
た
と
み
て
よ
い
か
ど
う
か
。
実

際
は
か
な
り
微
妙
な
と
こ
ろ
で
す
が
、
橋
詰
さ
ん
は
現
地
も
相
当

歩
か
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
し
、
前
々
か
ら
東
北
の
集
落
営
農
に
注

目
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
か
ら
、
例
え
ば
今
や
も
う
東
北
の
ほ
う

が
多
い
と
い
っ
た
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
た
り
に

つ
い
て
の
認
識
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い

は
こ
の
分
析
で
、
こ
の
あ
た
り
が
焦
点
に
な
り
そ
う
だ
と
い
う
感

触
を
つ
か
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
し
た
ら
、
教
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

橋
詰

非
常
に
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。
東
北
の
集
落

営
農
組
織
は
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
経
営
安
定
対
策
を
契
機

に
ど
さ
っ
と
ふ
え
た
の
で
す
。
た
だ
、
つ
く
ら
れ
た
組
織
が
今
後

も
安
定
的
に
発
展
し
て
い
く
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
が
つ
く
よ
う
な
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
も
う

既
に
秋
田
あ
た
り
で
は
戸
別
所
得
補
償
に
か
わ
っ
て
、
組
織
に
入

っ
て
い
る
意
味
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
上
層
農
家
が
組
織
を
離
脱

す
る
と
こ
ろ
も
ぽ
つ
ぽ
つ
と
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
う
い

う
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
こ
の
ま
ま
組
織
と
し
て
発
展
し
て
い
く

の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
の
で
、
そ
の
辺
が
西
日
本
と
ち
ょ
っ
と
様
相
が
違

う
。
西
日
本
の
組
織
は
経
営
安
定
対
策
を
契
機
に
つ
く
っ
た
も
の

で
も
、
こ
れ
を
壊
し
て
し
ま
う
と
、
も
う
地
域
農
業
が
壊
れ
て
し
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２２



ま
う
ぐ
ら
い
担
い
手
が
い
な

い
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
東
北
の
場
合

は
ま
だ
個
別
の
担
い
手
が
い

ま
す
。
個
別
の
担
い
手
が
い

る
段
階
で
組
織
化
し
て
い
る

も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま

組
織
と
し
て
展
開
し
て
い
け
る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら

先
、
様
子
を
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
の
か
な
と
い
う
感
じ
が
し

て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
土
地
持
ち
非
農
家
、
自
給
的
農
家
が
ふ
え
て
い

る
の
は
、
組
織
に
加
入
し
た
農
家
が
自
給
用
の
畑
と
か
複
合
も
少

し
や
っ
て
い
た
り
す
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
農
家
と
し
て
残
っ
て
い
る

こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
西
日
本
の
後
を

追
っ
て
急
速
に
農
家
の
離
脱
が
進
ん
で
、
構
造
改
革
の
動
き
が
強

ま
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
や
や
疑
問
の
部
分
も
あ
る

の
で
す
。
た
だ
、
西
日
本
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
着
実
に
動
い

て
は
い
る
と
思
う
の
で
す
。

大
規
模
個
別
農
家
の
動
き
と
農
家
以
外
の
事
業
体
の
動
き
を
セ

ッ
ト
で
み
て
い
く
と
、
ど
う
い
う
動
き
を
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ

か
る
の
で
す
が
、
今
回
、
経
営
規
模
別
の
デ
ー
タ
が
な
い
た
め
大

規
模
個
別
農
家
の
動
き
が
全
く
分
析
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
東
北

で
も
山
間
部
な
ん
か
に
行
く
と
組
織
の
ほ
う
が
主
体
的
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
平
場
に
行
く
と
組
織
化
も
若
干
し

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
主
流
は
あ
く
ま
で
も
大
規
模
個
別
農
家
と

い
う
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
辺
の
分
析
を
あ

わ
せ
て
や
っ
て
み
る
と
、
も
う
少
し
特
色
が
わ
か
っ
て
く
る
の
か

な
と
い
う
感
じ
は
し
て
お
り
ま
す
。

安
藤

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ほ
か
の
方
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

神
山

関
連
し
て
な
の
で
す
け
ど
、
農
家
の
定
義
か
ら
は
ず
れ

る
土
地
持
ち
非
農
家
は
も
と
も
と
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
対
象
外
で

す
が
、
二
〇
〇
五
年
セ
ン
サ
ス
か
ら
自
給
的
農
家
も
調
査
対
象
か

ら
外
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
自
給
的
農
家
の
中
身
が
今
の
セ
ン
サ
ス

結
果
で
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
。
自
給
的
農
家
と
土
地
持
ち
非

農
家
の
耕
作
放
棄
地
面
積
と
い
う
形
で
し
か
わ
か
ら
な
い
。
自
給

的
農
家
の
経
営
耕
地
に
つ
い
て
も
細
か
な
地
目
ご
と
の
面
積
が
き

ち
っ
と
出
て
こ
な
い
。
現
在
の
セ
ン
サ
ス
は
そ
う
い
う
状
況
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
片
方
で
集
落
営
農
の
中
身
も
、
協
業
経
営

体
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
ひ
と
つ
の
経
営
体
と
し
て
し
か
と
ら
え

ら
れ
な
い
。
集
落
営
農
実
態
調
査
で
補
完
し
よ
う
と
し
て
も
、
農

地
集
積
面
積
な
ど
は
出
て
き
ま
す
が
、
集
落
営
農
と
構
成
員
と
の

関
係
は
今
の
調
査
体
系
の
中
で
は
調
査
対
象
で
な
い
た
め
明
確
に

な
っ
て
こ
な
い
。
セ
ン
サ
ス
が
限
界
を
も
っ
て
し
ま
っ
た
。
統
計

行
政
の
合
理
化
が
進
ん
で
自
給
的
農
家
ま
で
調
査
対
象
か
ら
外
す

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
問
題
が
出
て
し
ま
っ
た
の
だ

橋詰 登氏
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と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
全
面
自
計
方
式
の
問
題
で
す
。
常
雇

人
数
や
何
か
の
数
字
も
セ
ン
サ
ス
ご
と
に
大
分
振
れ
の
あ
る
数
字

が
出
て
い
る
。
農
業
セ
ン
サ
ス
の
体
系
そ
の
も
の
を
も
う
一
度
考

え
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
痛
感
し
て
い
る
の

で
す
。

橋
詰
さ
ん
の
結
論
は
、
す
ご
く
わ
か
る
の
で
す
。
そ
の
と
お
り

だ
と
思
う
の
で
す
が
、
も
う
少
し
集
落
営
農
の
実
態
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
東
北
な
ど
で
は
、
集
落
営
農
も

コ
メ
に
つ
い
て
は
枝
番
方
式
が
相
当
多
い
で
す
か
ら
、
集
落
営
農

に
構
成
員
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
を
ど
う
と
ら
え
て

い
く
の
か
と
い
う
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

橋
詰

全
く
も
っ
て
異
論
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
統
計
把
握
が
一

番
大
変
な
の
は
複
合
経
営
農
家
で
あ
り
ま
し
て
、
認
定
農
業
者
で

結
構
複
合
経
営
を
や
っ
て
い
て
、
稲
作
部
分
は
集
落
営
農
組
織
で

や
っ
て
い
て
、
野
菜
だ
と
か
は
自
分
で
経
営
を
や
っ
て
い
る
。
労

働
力
と
か
が
、
本
当
に
稲
作
部
分
を
除
い
て
き
れ
い
に
分
か
れ
て

把
握
で
き
る
の
か
と
い
う
と
か
な
り
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

先
ほ
ど
話
し
ま
し
た
が
集
落
営
農
組
織
が
進
化
し
て
い
く
と
協

業
経
営
組
織
に
な
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
協
業
経
営
組
織
と
い
う

の
は
恐
ら
く
こ
れ
か
ら
ふ
え
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
想
定
だ
っ
た
の

で
す
。
だ
か
ら
セ
ン
サ
ス
に
は
、
こ
れ
だ
け
集
落
営
農
組
織
が
ふ

え
て
、
任
意
の
協
業
経
営
組
織
が
ふ
え
て
き
て
も
、
調
査
項
目
の

中
に
構
成
農
家
の
状
況
を
把
握
す
る
項
目
が
ど
こ
に
も
な
い
の
で

す
。
組
織
に
何
戸
の
世
帯
が
参
加
し
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
す

が
、
労
働
力
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
が
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
と

な
る
と
、
こ
れ
だ
け
集
落
営
農
組
織
が
地
域
の
農
業
構
造
を
引
っ

張
っ
て
く
る
時
代
に
な
っ
て
、
片
手
落
ち
だ
ろ
う
な
と
い
え
よ
う

か
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
サ
ス
は
調
査
項
目
を
見
直
す
と
な
る
と
大
変
な
の
で
す

が
、
少
な
く
と
も
次
の
セ
ン
サ
ス
で
は
も
う
少
し
協
業
経
営
組
織

の
中
身
を
、
つ
ま
り
何
歳
ぐ
ら
い
の
労
働
力
で
、
ど
の
ぐ
ら
い
従

事
し
て
い
る
か
ぐ
ら
い
は
つ
か
ま
え
な
い
と
、
何
も
わ
か
ら
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
面
で
は

集
落
営
農
組
織
の
調
査
が
や
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
使
う
の

で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
そ
の
た
め
に
は
セ
ン
サ
ス
の
個
票
と
リ
ン

ク
さ
せ
て
使
う
工
夫
も
必
要
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
土
地
持
ち
非
農
家
が
そ
う
い
う
形
で
あ
っ
た
の

で
す
け
ど
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
は
自
給
的
農
家
も
調
査
客
体
候
補

者
名
簿
か
ら
の
集
計
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
土

地
持
ち
非
農
家
と
自
給
的
農
家
は
農
地
の
出
し
手
で
あ
り
、
流
動

化
し
て
い
る
農
地
の
六
〜
七
割
ぐ
ら
い
を
出
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
出
し
手
側
の
様
子
が
近
年
全
く
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
だ
け
構
造
が
動
く
。
農
地
が
流
動
化
す
る
よ

う
な
状
況
に
な
っ
て
き
た
と
き
に
は
、
受
け
手
だ
け
で
は
な
く
て
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出
し
手
の
状
況
も
あ
る
程
度
わ
か
る
よ
う
な
形
で
調
査
が
仕
組
ま

れ
な
い
と
全
体
像
が
み
え
て
こ
な
い
し
、
将
来
ど
の
よ
う
に
も
っ

て
い
っ
て
い
い
か
と
い
う
こ
と
も
、
実
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
の
が
現
状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
お

っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

安
藤

小
林
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

小
林

今
の
こ
と
に
関
連
し
て
非
常
に
基
本
的
な
と
こ
ろ
で
恐

縮
で
す
け
れ
ど
も
、
経
営
耕
地
面
積
の
こ
と
で
、
農
地
面
積
四
六

〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
の
は
耕
地
及
び
作
付
面
積
の
統
計
だ
っ

た
で
す
ね
。
そ
れ
と
の
差
と
い
う
の
を
、
今
の
お
話
で
い
う
と
自

給
的
農
家
と
か
土
地
持
ち
非
農
家
と
い
っ
た
農
地
の
出
し
手
の
ほ

う
で
、
今
の
よ
う
な
借
地
と
い
う
形
で
あ
れ
ば
カ
ウ
ン
ト
で
き
る

け
れ
ど
も
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
部
分

と
の
差
と
考
え
て
い
い
の
か
。
あ
る
い
は
統
計
的
な
、
今
の
セ
ン

サ
ス
の
問
題
と
考
え
て
い
い
の
か
。
相
当
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す

よ
ね
。
七
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
で
す
か
。
五
〇
万
か
な
。
四

六
〇
万
と
の
差
と
い
う
の
が
、
そ
う
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
で
し

ょ
う
か
。

橋
詰

セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
経
営
耕
地
面
積
と
、
耕
地
及
び
作

付
面
積
統
計
の
耕
地
面
積
の
乖
離
と
い
う
の
は
昔
か
ら
あ
っ
て
、

た
だ
、
そ
の
乖
離
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
最
近
の
傾
向

で
す
。
も
ち
ろ
ん
調
査
方
法
が
異
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、
ど
う
し
て
も
セ
ン
サ
ス
の
場
合
は
過
少
申
告
の
傾
向
が
あ

る
の
で
、
面
積
が
少
な
目
に
な
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
他
出
し
て
し
ま
っ
て
、
地
元
に
い
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
人
の
農
地
が
十
分
に
捕
捉
で
き
て
い
な
い
。
人
に
貸
し
付
け

て
い
れ
ば
わ
か
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
把
握
し
よ

う
が
な
い
わ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
て
、
昔
か

ら
乖
離
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。
今
回
の
デ
ー
タ
は
経
営
体
の

経
営
耕
地
面
積
で
す
の
で
、
こ
れ
に
自
給
的
農
家
の
経
営
耕
地
面

積
と
、
わ
ず
か
で
す
け
ど
土
地
持
ち
非
農
家
の
経
営
耕
地
も
あ
り

ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
を
全
部
足
し
上
げ
て
総
量
ベ
ー
ス
に

し
て
も
、
や
は
り
一
割
か
二
割
ぐ
ら
い
過
少
に
な
る
は
ず
で
す
。

こ
れ
は
調
査
上
の
し
よ
う
が
な
い
誤
差
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
林

で
す
か
ら
、
大
き
い
と
こ
ろ
は
今
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う

な
自
給
的
な
と
こ
ろ
と
か
土
地
持
ち
非
農
家
で
、
逆
に
先
ほ
ど
お

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
出
し
手
の
捕
捉
が
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
農

地
か
ら
い
っ
て
も
そ
う
だ
と
い
う
話
で
は
な
い
で
す
か
。

橋
詰

そ
の
う
ち
自
給
的
農
家
と
土
地
持
ち
非
農
家
の
経
営
耕

地
面
積
は
数
字
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
全
部
足

し
上
げ
て
み
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

小
林

加
え
れ
ば
大
体
二
割
ぐ
ら
い
の
差
と
い
う
こ
と
で
す

か
。橋

詰

総
量
ベ
ー
ス
に
す
れ
ば
も
う
ち
ょ
っ
と
差
は
縮
ま
り
ま

す
が
、
ど
う
し
て
も
差
は
出
て
き
ま
す
ね
。
こ
れ
は
し
よ
う
が
な

い
で
す
ね
。
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小
林

あ
と
今
の
お
話
を
伺
い
ま
す
と
耕
地
面
積
自
体
の
減
少

率
は
か
な
り
減
っ
て
い
っ
て
、
労
働
力
は
高
齢
化
し
て
い
る
け
れ

ど
も
、
集
落
営
農
が
担
い
手
と
し
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

理
解
し
た
の
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
、
日
本
の
農
業
は
こ
れ
か
ら

全
面
崩
壊
と
い
う
よ
う
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
か
。
ど

こ
ま
で
今
の
集
落
営
農
が
期
待
で
き
る
の
か
ち
ょ
っ
と
疑
問
を
感

じ
て
い
ま
す
。
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
ど
う
い
う
影
響
を
及
ぼ
す

か
と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
二
〇
一
〇
年
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
て
今
後
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
集
落
営
農
と
い
う
も

の
を
、
担
い
手
と
し
て
ど
の
よ
う
に
み
て
い
い
の
か
ど
う
か
と
い

う
点
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

橋
詰

集
落
営
農
組
織
は
、
も
う
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

小
林

そ
う
で
す
ね
。

橋
詰

つ
ま
り
レ
ベ
ル
差
が
す
ご
く
大
き
い
わ
け
で
す
。
し
っ

か
り
法
人
化
し
て
や
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
恐
ら
く
安
定

的
に
継
続
し
て
い
く
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
六
五
歳
以

上
を
中
心
と
す
る
人
た
ち
が
任
意
組
織
を
つ
く
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
は
当
面
は
組
織
と
し
て

や
っ
て
い
け
る
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
一
〇
年
後
ま
で
で
き
る

の
か
と
い
っ
た
ら
、
後
継
者
を
き
ち
ん
と
確
保
し
な
け
れ
ば
、
恐

ら
く
引
き
継
い
で
い
け
な
い
よ
う
な
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け

で
す
。
だ
か
ら
、
今
回
一
万
四
千
ぐ
ら
い
の
集
落
営
農
組
織
が
で

き
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
す
べ
て
安
定
的
に
経
営
を
発
展
さ

せ
て
い
け
る
か
ど
う
か
は
、
ま
だ
流
動
的
だ
と
思
い
ま
す
。

中
に
は
、
集
落
単
位
で
つ
く
っ
て
い
る
た
め
に
面
積
規
模
が
非

常
に
小
さ
い
。
西
日
本
な
ん
か
だ
と
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
の

集
落
営
農
組
織
が
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
一
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
で
は
恐
ら
く
経
営
体
と
し
て
は
成
り
立
た
な
い

わ
け
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
と
隣
接
す
る
集
落
営
農
組
織
と
統

合
し
て
、
旧
町
村
単
位
の
五
〇
〜
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
の
組

織
に
再
編
す
る
よ
う
な
こ
と
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

今
後
そ
う
い
う
作
業
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ま
だ
こ
れ
か
ら
動
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

服
部

ち
ょ
っ
と
一
つ
、
い
い
で
す
か
。
最
初
の「
は
じ
め
に
」

の
と
こ
ろ
で
、「
新
た
な
大
規
模
農
家
の
形
成
、
量
的
確
保
が
一
層

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
何
が
原
因
か
。
そ
の
背
景
、
原
因
と
し
て
ど
ん
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

橋
詰

こ
れ
は
農
業
構
造
動
態
統
計
表
と
い
う
セ
ン
サ
ス
間
の

個
々
の
農
家
の
経
営
規
模
を
接
続
さ
せ
た
統
計
表
が
、
セ
ン
サ
ス

で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
み
ま
す
と
中
間
規
模
層
で
の
下

層
移
動
が
強
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
二
〜
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ

ら
い
ま
で
に
は
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
後
継
者
が
い
な
い
の
で

縮
小
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
か
、
あ
る
い

は
、
農
業
は
も
う
か
ら
な
い
か
ら
自
分
の
代
で
や
め
る
の
だ
と
思
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っ
て
い
る
人
が
多
い
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
で
中
間
規
模
層
か
ら

規
模
拡
大
し
て
上
層
に
展
開
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
恐
ら
く
中
間
規
模
層
で
経
営
し
て
い
る
人
た
ち
も
高

齢
化
し
て
い
る
は
ず
で
す
か
ら
、
後
継
者
が
き
ち
ん
と
確
保
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の
要
因
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

加
瀬

９
ペ
ー
ジ
の
と
こ
ろ
で
コ
ー
ホ
ー
ト
別
の
増
減
の
評
価

な
の
で
す
が
、
五
五
歳
か
ら
六
四
歳
の
と
こ
ろ
で
、
と
も
か
く
プ

ラ
ス
の
数
字
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
記
述
の
ほ
う
は
プ

ラ
ス
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
か
な
り
厳
し
い
状
況
だ
と

い
う
評
価
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
自
給
的
農
家
だ
と
か
、
土

地
持
ち
非
農
家
だ
と
か
が
集
落
営
農
に
区
分
さ
れ
る
と
か
、
そ
う

い
う
も
の
が
あ
り
な
が
ら
五
五
歳
か
ら
六
四
歳
の
期
末
一
〇
歳
の

幅
の
と
こ
ろ
に
こ
れ
だ
け
プ
ラ
ス
が
出
て
い
る
こ
と
は
、
か
な
り

評
価
し
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
も
す
る
の
で
す
け

ど
、
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
す
か
。

橋
詰

プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
自
体
は
評
価
で
き
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
定
年
帰
農
で
す
け
れ
ど
も
、
定
年
を
契

機
に
農
業
に
専
従
す
る
よ
う
に
な
る
人
た
ち
が
い
る
の
で
、
ふ
え

て
く
る
の
で
す
。
こ
こ
の
層
は
昔
か
ら
ふ
え
て
い
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、
農
家
世
帯
員
の
年
齢
構
成
に
は
ひ
ず
み
が
あ
り
ま
し
て
、

世
帯
員
の
年
齢
層
の
大
き
な
山
が
通
り
す
ぎ
て
し
ま
い
低
く
な
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

加
瀬

今
後
確
実
に
、
減
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

橋
詰

本
来
も
っ
と
若
い
年
代
層
で
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
れ
ば

一
番
い
い
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
現
実
は
定
年
し
た
人
た
ち
が

何
と
か
頑
張
っ
て
地
域
の
農
業
を
維
持
し
て
き
た
。
つ
ま
り
昭
和

一
け
た
世
代
が
高
齢
化
し
て
日
本
の
農
業
は
大
き
く
衰
退
す
る
と

い
わ
れ
た
の
で
す
が
、
思
っ
た
ほ
ど
構
造
変
化
が
起
き
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
と
次
の
団
塊
の
世
代
が
頑
張
っ
た
か

ら
な
の
で
す
。

加
瀬

つ
ま
り
こ
の
層
の
土
地
が
大
規
模
な
と
こ
ろ
に
ど
う
行

く
か
と
か
、
そ
こ
ら
辺
の
と
こ
ろ
が
構
造
変
化
に
非
常
に
影
響
す

る
わ
け
で
す
ね
。

橋
詰

も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
農
業
就
業
人
口
に
カ
ウ

ン
ト
さ
れ
て
い
る
人
の
動
き
で
す
か
ら
、
当
然
な
が
ら
就
業
人
口

で
は
な
い
農
家
の
世
帯
員
は
も
っ
と
多
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う

面
で
は
次
の
世
代
だ
と
、
恐
ら
く
定
年
し
て
も
農
業
に
従
事
し
な

い
の
で
は
な
い
か
と
最
近
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
が
一

番
深
刻
な
問
題
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

加
瀬

そ
れ
か
ら
農
業
セ
ン
サ
ス
は
基
本
的
に
残
高
と
い
う

か
、
一
時
点
調
査
で
す
よ
ね
。

橋
詰

そ
う
で
す
。

加
瀬

五
年
前
、
こ
の
農
家
が
ど
う
変
化
し
た
か
と
い
う
の
を

…
…橋

詰

そ
れ
は
構
造
動
態
統
計
表
が
あ
り
ま
す
。

加
瀬

個
別
、特
定
で
き
る
形
で
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
の
で
す
か
。
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橋
詰

個
々
の
農
家
を
つ
な
い
で
、
集
計
し
た
も
の
で
す
。

加
瀬

そ
れ
は
セ
ン
サ
ス
の
一
部
で
は
な
く
て
、
別
建
て
の
も

の
で
す
か
。

橋
詰

最
後
の
方
に
な
り
ま
す
が
、
二
年
ぐ
ら
い
後
に
セ
ン
サ

ス
の
報
告
書
と
し
て
公
表
さ
れ
ま
す
。
た
だ
項
目
は
限
ら
れ
て
お

り
、
経
営
耕
地
規
模
、
経
営
作
物
、
経
営
組
織
だ
と
か
に
つ
い
て
、

そ
う
い
う
意
味
で
五
年
前
か
ら
ど
う
変
化
し
て
い
る
か
。
要
は
相

関
表
で
す
よ
ね
。縦
横
に
各
年
次
を
と
っ
て
集
計
し
た
も
の
で
す
。

た
だ
、
先
ほ
ど
い
い
ま
し
た
よ
う
に
今
回
、
集
落
営
農
組
織
へ

の
参
加
に
よ
っ
て
販
売
農
家
数
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、
相
関
表

を
つ
く
っ
て
も
離
農
が
ば
ん
ば
ん
出
て
く
る
。
上
層
農
で
も
組
織

の
中
心
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
、
組
織
の
中
に
入
っ
て
し
ま
え
ば
離

農
と
な
っ
て
出
て
く
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
今
回
は
上
層
で
の
離

農
が
か
な
り
出
て
く
る
は
ず
で
す
。

で
す
か
ら
、
販
売
農
家
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
動
態
は
把
握
で
き
ま

す
け
ど
、
販
売
農
家
か
ら
組
織
経
営
体
に
加
入
し
た
場
合
は
つ
な

げ
な
い
の
で
す
。
今
回
、
Ａ
と
い
う
集
落
営
農
組
織
は
調
査
し
て

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
集
落
営
農
組
織
に
ど
こ
の
農
家
が
加
わ

っ
た
の
か
。
そ
こ
ま
で
接
続
し
て
も
ら
え
れ
ば
わ
か
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
そ
れ
を
や
る
の
は
大
変
な
作
業
で
、
連
結
コ
ー
ド
表
と
い

う
も
の
を
つ
く
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
す
。
で

も
、
そ
れ
を
や
れ
ば
先
ほ
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
。
つ
ま
り
ど
う

い
う
規
模
の
農
家
、
ど
う
い
う
労
働
力
の
構
成
農
家
が
組
織
に
参

加
し
て
、
ど
う
い
う
組
織
経
営
体
を
つ
く
っ
た
の
か
が
全
部
わ
か

る
は
ず
で
す
。

加
瀬

で
も
調
査
ご
と
の
名
簿
の
段
階
で
は
あ
る
わ
け
で
し
ょ

う
。
そ
う
し
な
い
と
、
だ
れ
に
票
を
配
っ
た
ら
い
い
か
、
配
ら
な

い
で
い
い
か
決
ま
ら
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
。

橋
詰

調
査
の
名
簿
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。

加
瀬

当
然
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ

れ
を
何
ら
か
の
形
で
や
れ
ば
。

橋
詰

だ
か
ら
、
こ
の
農
家
と
こ
の
農
家
が
、
こ
の
組
織
と
い

う
の
を
そ
の
名
簿
に
デ
ー
タ
と
し
て
新
し
く
入
れ
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
作
業
に
な
り
ま
す
か
ら
、
恐
ら
く
今
の
統
計
部
の

人
員
勢
力
だ
と
難
し
い
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

矢
坂

今
回
の
ご
報
告
で
は
集
落
営
農
が
大
き
な
か
ぎ
を
握
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
の
で
、
集
落
営
農
が
重
要
な
プ
レ
ー

ヤ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
北
海
道
の
動
向
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

統
計
の
取
り
方
に
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
耕
作
放
棄
地
の
減
少

率
が
高
い
ほ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
て
、
借
地
率
は
ふ
え
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
。

ま
た
、
耕
地
面
積
の
減
少
が
少
な
い
も
の
の
総
農
家
数
は
か
な

り
減
っ
て
い
ま
す
。
個
別
農
家
が
離
農
跡
地
な
ど
を
購
入
し
て
い

く
傾
向
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
ろ
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
点

に
つ
い
て
の
印
象
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で

す
。
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橋
詰

北
海
道
に
つ
い
て
は
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
が
、
確
か
に
北
海
道
は
都
府
県
と
は
ち
ょ
っ
と
異
な

り
協
同
経
営
が
若
干
ふ
え
た
り
し
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
が
借
地
に

よ
っ
て
農
地
集
積
を
図
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
場
合
は
畑
作
と

水
田
作
は
全
然
違
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
は
田
畑
を
合
計
し

た
総
農
地
面
積
で
や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
こ
う
い
う

傾
向
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
田
に
つ
い
て
は
、
都
府
県
ほ
ど

で
は
な
い
に
し
て
も
、
結
構
流
動
化
が
進
ん
で
い
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

た
だ
、
北
海
道
は
今
ま
で
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
は
一
番
農
家

数
の
減
少
率
が
高
く
て
ず
っ
と
来
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
今

回
、
北
陸
に
抜
か
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
う
い
う
面
で
は
、
農
家
数

が
大
き
く
減
少
し
た
の
は
北
海
道
だ
け
で
は
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
詳
細
な
デ
ー
タ
が
出
た
と
き
に
、
も

う
少
し
分
析
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

谷
口

一
つ
、
い
い
で
す
か
。
５
ペ
ー
ジ
の
表
１
、
一
番
最
初

の
と
こ
ろ
の
数
字
の
読
み
方
を
ち
ょ
っ
と
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。
二
〇
〇
五
年
か
ら
の
新
定
義
で
経
営
耕
地
面
積

を
み
る
と
、
三
六
九
万
三
千
か
ら
三
六
三
万
三
千
で
余
り
減
っ
て

い
な
い
で
す
ね
。
耕
作
放
棄
地
が
外
数
な
の
で
三
八
万
六
千
が
三

九
万
六
千
。
こ
れ
を
足
し
ま
す
と
四
〇
七
万
九
千
と
四
〇
二
万
九

千
で
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
し
か
減
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。

私
の
印
象
で
は
減
り
方
が
少
な
い
な
と
思
い
ま
す
。
耕
作
放
棄

地
も
入
れ
て
ト
ー
タ
ル
に
み
た
と
き
に

印
象
と
し
て
は
耕
作

放
棄
地
の
復
旧
も
、
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う

こ
と
が
一
つ
で
す
。
現
実
に
は
、
地
域
に
行
っ
て
み
る
と
耕
作
放

棄
地
が
ふ
え
て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
の
上
で
セ
ン
サ
ス
の
把
握
力
を

み
る
と
、
恐
ら
く
世
代
交
代
が
進
ん
で
記
入
す
る
べ
き
人
が
若
返

っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
も
そ
も
耕
作
放
棄

地
に
対
す
る
認
識
が
下
が
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
余
り
変
わ
っ
て
い
な
い
の
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
の
は
と
て
も

興
味
深
い
問
題
で
す
。
私
は
ど
う
も
耕
作
放
棄
地
の
復
旧
が
あ
る

程
度
進
ん
で
い
る
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
き
く
は
な
い
け
ど
。
そ
れ
と
の
相
殺
で
、
い
わ
ば
非
常
に

ス
テ
ー
ブ
ル
な
状
態
が
一
見
、
出
現
し
て
い
る
の
を
ど
う
み
た
ら

い
い
の
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
耕
作
放
棄
地
を

戻
そ
う
と
い
う
動
き
も
一
部
に
出
て
き
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
る

の
か
、
読
み
取
れ
な
い
の
か
、
い
か
が
で
す
か
。

橋
詰

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
し
て
、
も
ち
ろ
ん
耕
作
放
棄
地

の
復
旧
。
中
山
間
直
払
い
な
ん
か
で
も
耕
作
放
棄
地
の
復
旧
す
る

よ
う
な
活
動
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
復
旧
面
積
も
あ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
。
多
分
一
万
の
大
台
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
経
営
耕

地
面
積
は
経
営
体
だ
け
な
の
で
、
自
給
的
農
家
の
デ
ー
タ
と
か
、

土
地
持
ち
非
農
家
の
デ
ー
タ
を
足
さ
な
い
と
総
量
に
な
ら
な
い
わ

け
で
す
け
れ
ど
も
、
確
か
に
今
回
の
減
少
は
極
め
て
少
な
い
と
思

い
ま
す
。
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谷
口

放
棄
地
は
総
量
な
の
で
は
。

橋
詰

農
家
以
外
の
事
業
体
の
放
棄
地
が
若
干
あ
り
ま
す
。

谷
口

あ
れ
、
ま
だ
載
っ
て
い
な
い
の
で
す
か
。

橋
詰

え
え
、
こ
れ
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
総
農
家
と
土
地

持
ち
非
農
家
の
合
計
で
す
か
ら
。

谷
口

そ
れ
で
は
実
際
よ
り
少
な
い
で
す
ね
。

橋
詰

牧
草
地
経
営
体
が
も
っ
て
い
る
放
棄
地
が
若
干
あ
り
ま

す
か
ら
、
そ
れ
が
オ
ン
さ
れ
る
の
で
、
耕
作
放
棄
地
面
積
の
総
量

は
も
う
ち
ょ
っ
と
ふ
え
る
形
に
な
り
ま
す
。
農
外
へ
の
転
用
面
積

だ
け
で
も
数
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
も
う
ち
ょ
っ

と
減
っ
て
い
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
減
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
総
量
ベ
ー
ス
に
し
て
も
、
恐
ら
く

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
で
私
が
一
番
、
心
配
し
て
い
る
の
は
二
重
カ
ウ
ン
ト
な

の
で
す
。
組
織
と
個
別
経
営
が
ふ
く
そ
う
し
て
い
る
の
で
、
同
じ

耕
地
を
両
方
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
。
今
の
段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
総
量
ベ
ー

ス
で
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
小
地
域
別
に
み
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
な
け
れ
ば
耕
地
は
こ
の
五
年
間
、
維
持
さ
れ
て
き
た
と

い
え
る
わ
け
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
け

れ
ど
も
、
組
織
に
よ
っ
て
農
地
の
集
積
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と

や
、
中
山
間
直
払
い
も
二
期
目
に
入
っ
て
非
常
に
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
た
こ
と
も
あ
る
。
逆
の
見
方
を
す
れ
ば
、
九
〇
年
前
半
に

条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
は
放
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
新
し
く
出
て
く

る
も
の
が
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
、
も
う
少
し
分
析
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
耕
作
放
棄
地
を
セ
ン
サ
ス
で
つ
か
ま
え
る
の
は
非
常
に

難
し
い
。
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
耕
作
放
棄
地
と
い
う
の
は
「
以
前

耕
地
で
あ
っ
た
も
の
で
、
過
去
一
年
間
以
上
作
物
を
栽
培
せ
ず
、

し
か
も
こ
の
数
年
の
間
に
再
び
耕
作
す
る
は
っ
き
り
し
た
意
志
の

な
い
土
地
」
と
い
う
定
義
に
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
加
え
て

「
耕
作
放
棄
地
と
す
る
も
の
は
、
多
少
手
を
加
え
れ
ば
耕
地
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
も
の
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。「
長
期
間
に
わ

た
り
放
置
し
、
現
在
、
原
野
化
し
て
い
る
よ
う
な
土
地
は
こ
こ
に

は
含
め
な
い
。
こ
の
よ
う
な
土
地
は
ど
こ
に
も
計
上
し
な
い
。」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

九
〇
年
代
が
耕
作
放
棄
の
ピ
ー
ク
だ
っ
た
の
で
す
が
そ
こ
か
ら

ち
ょ
う
ど
二
〇
年
近
く
た
ち
ま
す
か
ら
、
そ
の
当
時
に
放
棄
さ
れ

た
も
の
は
、
も
う
手
の
入
れ
よ
う
が
な
い
状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
わ
け
で
、
そ
う
い
う
も
の
が
今
回
捕
捉
さ

れ
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
く
加
わ

る
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
落
ち
る
も
の
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
の

で
あ
ま
り
増
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
私
の
感

想
な
の
で
す
。
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そ
の
辺
も
、
も
う
少
し
分
析
し
て
み
な
い
と
よ
く
わ
か
ら
な
い

わ
け
で
す
が
、
た
だ
、
耕
地
面
積
統
計
な
ん
か
を
み
て
も
、
毎
年

発
生
す
る
耕
作
放
棄
地
面
積
は
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に

二
〇
〇
〇
年
以
降
ど
ん
ど
ん
減
り
出
し
て
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
さ

ら
に
減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
新
し
く
発
生
す
る
耕
作
放
棄
地
が

こ
の
間
に
減
っ
て
い
る
こ
と
自
体
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

谷
口

も
う
一
つ
知
り
た
い
の
は
、
先
ほ
ど
か
ら
ず
っ
と
議
論

に
な
っ
て
い
る
集
落
営
農
の
評
価
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
僕
は
二

つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
転
作
対
応
で
す

よ
ね
。
転
作
だ
け
を
規
模
を
大
き
く
セ
ッ
ト
し
て
品
目
横
断
な

り
、
経
営
所
得
安
定
対
策
な
り
に
の
せ
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が

あ
る
の
で
す
。

同
時
に
、
品
目
横
断
対
策
の
最
初
の
と
き
一
挙
に
ふ
え
た
も
の

の
か
な
り
の
部
分
が
転
作
だ
け
で
は
な
く
て
、
実
態
的
に
は
恐
ら

く
集
落
営
農
の
四
〜
五
割
ぐ
ら
い
は
コ
メ
を
抱
え
込
ん
だ
。
そ
れ

ま
で
に
は
余
り
な
か
っ
た
動
き
な
の
で
す
。
主
と
し
て
コ
メ
は
個

別
農
家
で
や
れ
て
い
た
。
だ
け
ど
、
で
き
な
く
な
っ
た
。
あ
る
い

は
、
転
作
作
物
に
対
し
て
は
そ
も
そ
も
機
械
を
も
っ
て
い
な
い
か

ら
で
き
な
い
部
分
だ
け
を
共
同
化
と
い
い
ま
す
か
、
集
落
営
農
で

対
応
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
コ
メ
も
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
集
落
営
農

が
質
的
な
転
換
を
遂
げ
出
し
た
。
そ
の
典
型
が
佐
賀
な
の
で
す
け

れ
ど
も
、
ま
た
大
分
な
ん
か
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
進
ん
で
い
る

の
で
す
。
こ
れ
を
ど
う
み
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
水
田
の
コ
メ
の
部
分
に
つ
い
て
も
従
来
の
農
家

の
枠
組
み
の
中
で
労
働
力
を
出
し
て
、
全
部
維
持
す
る
こ
と
が
事

実
上
困
難
に
な
っ
て
、
転
作
で
組
織
さ
れ
て
い
る
集
落
営
農
組
織

が
コ
メ
の
分
ま
で
担
当
せ
ざ
る
を
得
な
い
局
面
に
来
た
。
そ
れ
を

た
ま
た
ま
こ
の
制
度
が
あ
と
押
し
た
か
ら
一
挙
に
雪
崩
を
打
っ
た

の
だ
と
い
う
こ
と
で
、
専
ら
労
働
力
の
脆
弱
化
の
指
標
と
と
ら
え

る
と
ら
え
方
が
か
な
り
強
い
と
思
う
の
で
す
。

だ
け
ど
、
私
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
コ
メ
の
部
分
が
集
落

営
農
組
織
に
取
り
込
ま
れ
た
と
き
に
、
例
え
ば
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
水
田
転
作
を
し
て
い
る
と
き
に
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
二
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
コ
メ
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
二
〇
と
か
三

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
取
り
込
ま
れ
て
結
構
な
面
積
を
や
っ
て
い
る
よ

う
に
、
統
計
を
い
じ
っ
た
範
囲
で
は
み
え
る
の
で
す
。
と
い
う
こ

と
は
集
落
営
農
組
織
は
新
し
い
形
態
と
し
て
水
田
農
業
全
体
に
、

地
域
農
業
の
中
で
責
任
を
も
つ
組
織
と
し
て
あ
る
程
度
脱
皮
し
な

が
ら
労
働
力
の
脆
弱
化
へ
対
応
し
て
い
く
要
素
も
か
な
り
持
ち
得

た
の
で
は
な
い
か
。
佐
賀
で
は
か
な
り
そ
う
い
う
要
素
が
強
く

て
、
お
コ
メ
の
販
売
の
や
り
方
ま
で
完
全
に
組
織
化
さ
れ
て
、
生

協
な
ん
か
と
も
産
直
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
結
び
つ
き
を
強
め

た
と
い
う
よ
う
に
み
る
と
す
る
と
、
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
も
あ
る
の

だ
け
ど
、
か
な
り
肯
定
的
に
と
ら
え
る
面
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
。問

題
は
、
そ
の
と
き
集
落
営
農
に
な
る
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
中
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心
に
な
り
ま
す
か
ら
、
総
体
と
し
て
は
労
働
力
が
少
な
く
て
済
む

わ
け
で
す
。
浮
い
た
労
働
力
は
専
ら
非
農
業
分
野
に
向
か
っ
た
か

と
い
う
と
、
そ
う
単
純
で
も
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
例
え
ば
直
売

所
と
か
野
菜
を
つ
く
る
よ
う
な
と
こ
ろ
に
行
っ
て
い
て
、
販
売
額

か
ら
み
る
と
必
ず
し
も
販
売
農
家
の
水
準
へ
行
か
な
く
な
っ
て
い

る
の
だ
け
ど
、
地
域
農
業
全
体
の
労
働
力
を
み
た
と
き
に
は
、
統

計
で
あ
ら
わ
れ
る
ほ
ど
労
働
力
が
脆
弱
化
す
る
一
方
に
走
っ
て
い

る
よ
う
に
も
み
ら
れ
な
い
。
も
う
ち
ょ
っ
と
実
力
が
つ
い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
あ
た
り
に

つ
い
て
、
橋
詰
さ
ん
の
感
覚
が
あ
れ
ば
ち
ょ
っ
と
教
え
て
も
ら
い

た
い
。

橋
詰

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
も
っ
と
も
だ
と
思
い
ま
す
。

確
か
に
労
働
力
の
問
題
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
コ
メ
を
取
り

込
む
か
、
取
り
込
ま
な
い
か
は
す
ご
く
地
域
差
が
あ
る
の
で
す
。

先
ほ
ど
話
し
ま
し
た
よ
う
に
佐
賀
は
大
体
七
割
ぐ
ら
い
が
協
業
組

織
で
コ
メ
を
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
隣
の
福

岡
に
行
く
と
ほ
と
ん
ど
コ
メ
を
取
り
込
ん
で
い
ま
せ
ん
。
。

コ
メ
を
取
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
と
取
り
込
ま
な
い
と
こ
ろ
の

地
域
差
が
な
ぜ
生
じ
る
の
か
と
い
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
関
係
機
関
の

指
導
の
仕
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
一
つ
は
機
械
だ
と
思

う
の
で
す
。
組
織
で
機
械
を
も
っ
て
し
ま
う
と
個
別
農
家
は
機
械

を
更
新
し
な
く
な
る
。
機
械
を
更
新
し
な
く
な
れ
ば
、
も
う
組
織

で
や
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
大
型
機
械
を
組
織
で
買
っ
て
し
ま
え
ば
、
基
本
的
に
協
業
化
へ

と
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
す
。
集
落
に
機
械
の
共
同
利
用
組

合
等
が
古
く
か
あ
る
佐
賀
あ
た
り
は
そ
う
い
う
傾
向
が
あ
っ
て
、

個
別
農
家
が
大
型
機
械
を
も
た
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
コ
メ
を
取

り
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
福
岡
あ
た
り
だ
と

ま
だ
個
人
で
農
業
機
械
を
も
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
や
れ
る
か
ら
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
れ
も
次
の
更
新
時
期
を
迎
え
た
と
き
に
引
き
続
き
個

別
農
家
が
機
械
を
更
新
す
る
の
か
ど
う
か
と
な
る
と
、
今
の
米
価

水
準
で
ト
ラ
ク
タ
ー
だ
と
か
コ
ン
バ
イ
ン
を
買
え
る
よ
う
な
余
裕

は
多
分
な
い
の
で
、
組
織
で
買
っ
て
効
率
的
に
や
り
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
コ
メ
を
取
り
込
ん
で
い
く
よ
う

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
労
働
力

と
と
も
に
農
業
機
械
の
保
有
状
況
が
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
も
分
析
で
き
た
ら

と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
も
、
セ
ン
サ
ス
か
ら
は
な
か
な
か
難
し
い

で
す
よ
ね
。

谷
口

農
協
出
資
法
人
の
研
究
を
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
関
連
で
い
う
と
一
番
極
端
な
の
が
岡
山
な
の
で
す
。
岡
山
の

場
合
に
は
水
田
転
作
の
う
ち
麦
に
つ
い
て
は
二
つ
の
組
織
で
、
ほ

と
ん
ど
全
県
の
麦
を
経
営
し
た
こ
と
に
形
式
上
は
、
な
る
の
で

す
。
Ｊ
Ａ
出
資
法
人
を
つ
く
っ
て
、
組
織
上
は
転
作
麦
を
全
部
集

め
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
個
々
の
農
家
が
栽
培
し
て
い
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る
。
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
販
売
農
家
は
実
質
的

に
ま
だ
生
き
て
い
る
の
で
す
。
コ
メ
が
そ
っ
く
り
残
っ
て
い
る
か

ら
。と

こ
ろ
が
、
コ
メ
が
入
る
と
一
挙
に
販
売
農
家
が
消
え
ち
ゃ
う

と
い
う
こ
と
で
、
実
質
的
に
は
個
別
農
家
の
残
り
方
自
体
が
組
織

の
経
営
体
と
の
関
係
で
統
計
上
、
全
く
違
っ
た
評
価
に
さ
れ
て
し

ま
う
。
さ
き
ほ
ど
橋
詰
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
か
な
り
の

地
域
で
あ
る
と
み
て
い
い
の
か
。
つ
ま
り
岡
山
だ
け
の
特
徴
で
は

な
く
て
、
東
北
な
ん
か
も
そ
う
だ
し
。

橋
詰

組
織
の
性
格
と
い
う
か
、
展
開
の
ス
ピ
ー
ド
に
よ
っ
て

大
き
な
差
が
出
て
き
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
先
ほ
ど
い
わ
れ
た
話
の
続
き
で
、
確
か
に
組
織
化
し
て

大
型
機
械
を
入
れ
て
少
数
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
で
や
れ
ば
労
働
力
は

余
る
の
で
す
。
就
業
機
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
こ
ろ
は
兼
業
す
れ

ば
い
い
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は
ど
う
す
る
か
。
や
は
り

複
合
部
門
を
取
り
込
む
し
か
な
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
集
落
営
農
組
織
も
二
〇
〇
五
年
あ
た
り
か
ら
ど
ん

ど
ん
ふ
え
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
当
初
は
コ
メ
・
麦
・
大
豆
で
や

っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
年
か
た
っ
て
く
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

か
な
か
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
複
合
部
門
の
野
菜
を
入
れ
た
り
し

て
い
っ
て
、
今
で
は
三
割
近
く
が
複
合
部
門
、
あ
る
い
は
多
角
部

門
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
う
い
う
方
向
へ
向
か
う
だ
ろ
う

な
と
思
い
ま
す
ね
。

谷
口

も
う
一
つ
だ
け
。
先
程
の
耕
作
放
棄
地
と
大
規
模
経
営

と
集
落
営
農
の
関
係
な
の
で
す
け
ど
、
僕
が
み
た
範
囲
だ
と
、
例

え
ば
Ｊ
Ａ
出
資
法
人
に
農
地
を
貸
す
側
か
ら
す
る
と
、
つ
ま
み
食

い
で
借
り
ら
れ
て
も
困
る
と
。
ど
う
せ
預
け
る
な
ら
全
部
や
っ
て

く
れ
と
い
う
要
求
が
出
て
来
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
農
地

が
分
散
し
、
耕
作
放
棄
地
も
何
も
か
も
引
き
受
け
ち
ゃ
う
か
ら
効

率
が
悪
く
な
る
と
い
う
議
論
も
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
逆
に
い

え
ば
、
引
き
受
け
る
と
き
に
全
部
引
き
受
け
ま
し
ょ
う
と
い
う
条

件
に
な
る
と
、
耕
作
放
棄
地
の
復
旧
に
い
や
応
な
し
に
取
り
組
ま

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
す
。
規
模
拡
大
が
進

ん
で
大
規
模
経
営
が
全
体
の
農
地
の
面
倒
を
み
る
と
な
る
と
、
そ

う
い
う
部
分
が
復
旧
な
り
な
ん
な
り
の
対
象
に
入
っ
て
き
て
、
従

来
よ
り
把
握
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
復
旧
す
る
動
き
が
強
ま
っ

て
い
る
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
。
つ
ま
り
い
い
と
こ
ろ
だ

け
貸
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
全
面
的
な
お
任
せ
状
況
が
地

域
的
に
生
ま
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
富
山
が
典
型
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
既
に
形
成
さ
れ

て
い
る
集
落
営
農
や
大
規
模
経
営
自
身
が
一
挙
に
撤
退
す
る
こ
と

が
起
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
一
年
に
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
よ

う
な
面
積
を
貸
し
出
す
こ
と
が
出
て
く
る
と
、
そ
れ
を
ま
と
め
て

引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
い
う
中
に
耕
作
放
棄
的
な
土

地
、
不
作
付
地
も
含
む
農
地
が
入
っ
て
き
て
、
と
に
か
く
何
と
か

し
な
く
て
は
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
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農
地
の
保
全
に
つ
な
が
る
よ
う
な
動
き
が
若
干
あ
る
の
で
す
。
だ

か
ら
、
全
体
と
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
の
だ
け
ど
、
ま
た
次
の
芽

も
出
て
い
る
よ
う
な
気
も
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。

橋
詰

条
件
次
第
だ
と
思
う
の
で
す
。
富
山
な
ん
か
は
平
場
の

兼
業
水
田
地
帯
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
穴
が
あ
い

た
よ
う
に
出
て
い
る
放
棄
地
で
あ
れ
ば
、
一
括
し
て
復
旧
と
い
う

形
が
起
き
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
そ
ん
な
に
量
は
多
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
た
だ
、
山
間
地
に
行
っ
て
か
な
り
小
さ
な
圃
場
に
な

っ
て
く
る
と
、
こ
れ
は
難
し
い
だ
ろ
う
な
と
い
う
感
じ
は
し
ま

す
。富

山
は
非
常
に
組
織
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
集
落
営
農

組
織
そ
の
も
の
は
実
は
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
も
う
頭
打
ち
状
態
な

の
で
す
。数
も
ふ
え
な
い
で
す
し
、集
積
面
積
も
ふ
え
て
い
な
い
。

富
山
は
数
戸
で
つ
く
っ
た
受
託
組
織
が
大
規
模
な
企
業
体
に
発
展

し
て
い
る
よ
う
な
法
人
企
業
も
あ
っ
て
、
五
〇
〜
一
〇
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
ぐ
ら
い
の
規
模
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い

う
組
織
形
態
も
含
め
れ
ば
か
な
り
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
ま
す
。

逆
に
い
え
ば
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
規
模
拡
大
す
る
た
め
に
今
競

争
状
態
に
な
っ
て
い
て
、
組
織
化
も
進
ん
で
い
な
い
、
大
規
模
農

家
も
い
な
い
よ
う
な
集
落
の
水
田
を
集
積
し
始
め
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
う
面
で
は
全
く
も
っ
て
心
配
な
い
地
域
な
の
か
な
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

た
だ
、
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
だ
と
、
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な

い
の
か
な
と
。
確
か
に
Ｊ
Ａ
出
資
法
人
も
そ
う
で
す
し
、
ま
だ
残

っ
て
い
る
市
町
村
農
業
公
社
の
よ
う
な
公
的
色
彩
が
強
い
と
こ
ろ

は
、
ど
ん
な
に
悪
い
条
件
の
農
地
で
あ
っ
て
も
引
き
受
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
経
営
を
苦
し
め
て
、
首
を

絞
め
て
い
る
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
民
間
の
企
業
等
も
参
入
し

た
り
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
必
然
的
に
農
地
が
余
っ
て
く
れ

ば
、
条
件
の
悪
い
と
こ
ろ
は
切
り
捨
て
と
い
う
方
向
に
向
か
う
の

で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
け
ど
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
の
動
き

は
出
て
い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
今
回
、
耕
作
放
棄
が
ほ
と
ん
ど
増

え
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
で
打
ち
ど
ま
り
か
と
い
わ
れ

る
と
、
ま
だ
ち
ょ
っ
と
様
子
を
み
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
な
と

い
う
感
じ
が
し
ま
す
。

安
藤

堀
口
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

堀
口

集
落
営
農
を
ど
う
伝
え
る
か
と
い
う
の
は
、
今
回
の
セ

ン
サ
ス
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
こ
と
は
よ
く
わ
か
っ
た
の

で
す
が
、
例
え
ば
１８
ペ
ー
ジ
の
図
３
で
佐
賀
の
場
合
に
は
販
売
農

家
数
の
減
少
率
が
四
〇
％
近
く
あ
る
。
あ
そ
こ
は
立
派
な
集
落
営

農
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
把
握
は
集
落
営
農

に
み
ん
な
各
農
家
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
個
別
経
営
体
、
家

族
経
営
体
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
セ
ン
サ
ス
で
は
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
。

橋
詰

た
ぶ
ん
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
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堀
口

と
い
う
お
そ
れ
が
非
常
に
強
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

一
方
で
、
ま
さ
に
経
営
所
得
安
定
対
策
の
緑
げ
た
が
欲
し
い
も

の
だ
か
ら
、
か
な
り
い
い
か
げ
ん
な
集
落
営
農
を
エ
イ
、
ヤ
ー
と

つ
く
っ
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
の
も
影
響
を
及
ぼ
す
の
だ
け
ど
、
そ
れ

は
５
ペ
ー
ジ
の
表
１
、
経
営
体
数
の
と
こ
ろ
で
集
落
営
農
と
い
う

よ
う
に
う
た
え
ば
、
組
織
経
営
体
の
法
人
と
非
法
人
の
ど
っ
ち
か

に
集
落
営
農
、
協
業
経
営
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。
と
同

時
に
、
片
足
を
集
落
営
農
に
突
っ
込
ん
で
い
る
の
だ
け
ど
、
片
足

は
個
別
経
営
で
す
と
い
う
場
合
に
は
、
家
族
経
営
体
の
ほ
う
に
も

集
落
営
農
の
ほ
う
に
も
把
握
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
い
で
す

か
。橋

詰

佐
賀
の
実
態
は
多
く
は
協
業
経
営
組
織
で
す
か
ら
間
違

い
な
く
組
織
経
営
体
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
、
組
織
経
営
体
一

つ
が
調
査
さ
れ
、
組
織
に
加
入
し
て
い
る
構
成
農
家
に
つ
い
て
は

調
査
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
般
に
い
わ
れ
る
形
式
だ
け
の
集
落
営
農
組
織
、
実
態
は
個
別

の
農
家
が
す
べ
て
の
農
作
業
を
や
っ
て
い
る
し
、
販
売
だ
け
は
一

元
化
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
組
織
名
義
で
や
っ
て
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
実
態
は
個
人
別
管
理
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
恐
ら
く
に
セ
ン
サ
ス
は
実
態
主
義
で
す
か
ら
個
々
の
構
成
農

家
の
ほ
う
で
調
査
し
て
、
組
織
は
経
営
体
と
し
て
は
カ
ウ
ン
ト
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
振
り
分
け
に
な
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

堀
口

建
前
上
は
ね
。
そ
う
す
る
と
集
落
営
農
が
で
き
て
は
い

る
け
ど
、
家
族
経
営
体
の
と
こ
ろ
で
も
か
な
り
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て

い
る
だ
ろ
う
と
。

橋
詰

も
ち
ろ
ん
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
軒
並
み
佐
賀

の
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
。
逆
に
岩
手
だ
と
か
、
あ
の
辺
が
枝
番

管
理
の
組
織
で
有
名
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で

農
家
数
の
減
少
が
佐
賀
並
み
に
大
き
く
な
い
の
は
、
実
態
と
し
て

個
別
経
営
だ
と
い
う
判
断
で
個
々
の
農
家
に
調
査
を
か
け
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

堀
口

県
に
よ
っ
て
は
集
落
営
農
を
ば
ー
っ
と
や
っ
て
い
る
の

も
あ
る
の
で
す
よ
ね
。

橋
詰

完
全
に
名
義
上
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
個
別
農

家
の
ほ
う
で
調
査
を
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
問
題
は
、
完
全

に
色
分
け
で
き
れ
ば
い
い
で
す
け
ど
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
ど
こ
の
段
階
か
ら
ど
ち
ら
で
把
握
す
る
か
は
難
し
い
の
で

す
。
そ
こ
を
ど
っ
ち
で
把
握
す
る
か
に
よ
っ
て
農
家
数
が
減
っ
た

り
す
る
わ
け
で
す
。

堀
口

一
応
個
々
の
農
家
は
セ
ン
サ
ス
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

か
ら
、
そ
っ
ち
か
ら
集
落
営
農
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う

把
握
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
な
。

橋
詰

一
応
前
回
の
農
家
の
名
簿
、
リ
ス
ト
に
基
づ
い
て
い
る

わ
け
で
す
。

堀
口

そ
こ
か
ら
行
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
。

橋
詰

え
え
。
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堀
口

そ
れ
と
も
う
一
つ
、
茨
城
で
随
分
ぶ
つ
か
っ
た
の
だ
け

ど
特
定
作
業
受
委
託
。
作
業
受
託
だ
け
ど
、
委
託
料
を
払
っ
て
い

な
い
委
託
者
。
そ
れ
で
受
託
の
ほ
う
は
緑
げ
た
も
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
れ
か
ら
販
売
名
義
も
い
た
だ
き
ま
す
。
販
売
代
金
も
全
部

自
分
た
ち
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
が
作
業
受
委
託
な
の
か
と
思
う
よ

う
な
形
の
特
定
作
業
受
委
託
の
契
約
書
を
結
ん
で
、
そ
れ
で
認
定

農
業
者
と
し
て
、
面
積
も
基
幹
作
業
を
や
っ
て
い
れ
ば
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
ま
す
よ
ね
。
と
い
う
の
は
、
セ
ン
サ
ス
で
は
ど
の
よ
う
に
把

握
さ
れ
て
い
る
の
か
し
ら
。
や
は
り
作
業
受
委
託
な
の
で
す
か
。

橋
詰

基
本
的
に
は
作
業
料
金
を
支
払
っ
て
収
穫
物
を
自
分
の

も
の
に
す
れ
ば
作
業
受
託
で
す
け
れ
ど
も
、
収
穫
物
が
作
業
受
託

し
た
側
に
全
部
あ
っ
て
、
作
業
受
託
し
た
側
が
実
質
的
な
借
地
料

の
よ
う
な
形
で
お
金
を
払
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
受
け
手
側
の
も

の
。
借
地
と
い
う
形
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

堀
口

実
質
上
、
そ
う
な
の
だ
け
ど
ね
。

橋
詰

で
す
か
ら
、
最
終
成
果
物
の
処
分
権
が
ど
ち
ら
の
側
に

あ
る
か
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。

堀
口

特
定
作
業
受
託
者
の
ほ
う
に
あ
り
ま
す
ね
。
販
売
名
義

と
、
大
半
が
こ
っ
ち
に
来
ま
す
よ
ね
。
緑
げ
た
も
水
田
利
活
用
交

付
金
も
自
分
た
ち
の
も
の
と
。

橋
詰

出
し
手
に
は
実
質
的
な
小
作
料
と
い
う
か
、
借
地
料
を

払
う
と
い
う
形
で
す
ね
。

堀
口

え
え
、
例
の
水
田
確
立
で
反
当
四
万
円
。
産
地
確
立
交

付
金
が
行
き
ま
す
よ
と
い
う
や
り
方
。

谷
口

地
代
の
ほ
う
が
多
い
で
し
ょ
う
。
通
常
の
借
地
料
よ
り

多
い
で
し
ょ
う
。

堀
口

高
い
ん
だ
ね
。
そ
れ
に
乗
っ
か
っ
て
、
わ
ー
っ
と
ふ
え

た
わ
け
で
す
よ
。

橋
詰

名
前
は
特
定
作
業
受
託
で
す
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は

借
地
で
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
う
し
な
い
と
借

地
が
集
積
率
に
入
っ
て
こ
な
い
の
で
、
こ
れ
だ
け
借
地
に
よ
る
流

動
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
多
分
そ
う
い
う
も
の
も
入

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

谷
口

そ
れ
が
通
年
借
地
じ
ゃ
な
く
て
、
期
間
借
地
に
な
っ
て

い
る
か
ら
余
計
複
雑
で
す
。

橋
詰

期
間
借
地
は
難
し
い
で
す
。

谷
口

麦
・
大
豆
だ
け
の
借
地
。
特
に
麦
で
す
ね
。
麦
だ
け
の

期
間
借
地
と
い
う
形
で
さ
れ
る
か
ら
、
実
際
は
把
握
が
難
し
い
で

す
ね
。

橋
詰

期
間
借
地
は
セ
ン
サ
ス
で
調
査
さ
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
で
す
ね
。

堀
口

麦
・
大
豆
の
二
毛
作
だ
っ
た
り
、
今
回
の
戸
別
所
得
補

償
で
反
四
万
円
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
、
出
し
手
の
ほ
う
に

何
も
行
か
な
い
の
で
ど
う
す
る
か
と
い
う
ぐ
ら
い
に
、
か
な
り
た

く
さ
ん
引
き
受
け
て
い
る
の
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

橋
詰

地
域
に
よ
っ
て
は
そ
う
で
す
ね
。
裏
作
を
や
っ
て
い
る
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よ
う
な
と
こ
ろ
だ
と
期
間
借
地
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
た
だ
、
期
間

借
地
は
今
セ
ン
サ
ス
で
全
く
把
握
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
本
来

な
ら
期
間
借
地
面
積
に
〇
・
五
を
掛
け
て
流
動
化
に
の
せ
な
い
と

ま
ず
い
で
す
よ
ね
。
で
も
全
然
デ
ー
タ
が
な
い
で
す
。
た
だ
、
九

州
あ
た
り
の
一
部
だ
け
で
す
か
ら
。

谷
口

関
東
に
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

橋
詰

あ
あ
、
関
東
も
あ
り
ま
す
。

堀
口

茨
城
は
物
す
ご
く
多
い
で
す
。
そ
れ
で
非
常
に
大
規
模

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

橋
詰

期
間
借
地
は
経
営
面
積
じ
ゃ
な
い
ん
で
、
そ
う
い
う
意

味
で
は
経
営
面
積
規
模
の
統
計
を
と
っ
て
も
期
間
借
地
が
入
ら
な

い
か
ら
、
こ
れ
ら
の
農
家
は
大
し
た
規
模
に
な
ら
な
い
の
で
す
。

谷
口

実
際
に
は
そ
れ
は
大
規
模
経
営
な
の
で
す
。
そ
の
分
の

面
積
が
数
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
る
わ
け
で
し
ょ
う
。

堀
口

そ
う
そ
う
。

橋
詰

隠
れ
た
大
規
模
経
営
。

堀
口

五
〇
と
か
、
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
か
、
特
定
作
業
受

託
だ
け
で
物
す
ご
い
規
模
に
な
る
。

橋
詰

セ
ン
サ
ス
上
で
は
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い
に
な
っ
ち
ゃ

う
ん
で
す
ね
。

谷
口

と
ん
で
も
な
い
け
れ
ど
ね
。

橋
詰

そ
う
い
う
の
も
、
確
か
に
盲
点
と
い
え
ば
盲
点
で
す

ね
。

安
藤

私
の
方
か
ら
よ
ろ
し
い
で
し
よ
う
か
。
図
２
で
長
崎
と

鹿
児
島
だ
け
が
経
営
耕
地
面
積
が
増
加
し
て
い
る
の
で
す
が
、
例

え
ば
細
か
く
市
町
村
別
に
み
て
い
く
と
何
か
わ
か
り
ま
す
か
。
先

ほ
ど
議
論
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
…
…

谷
口

こ
れ
、
諫
早
が
関
係
し
て
い
る
の
？

安
藤

鹿
児
島
あ
た
り
は
企
業
参
入
の
影
響
が
強
く
出
た
結
果

と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

谷
口

芋
じ
ゃ
な
い
の
。
芋
と
か
、
お
茶
。

安
藤

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
る
か
ど
う
か
で
す
ね
。

谷
口

芋
と
お
茶
で
耕
作
放
棄
地
を
か
な
り
復
旧
し
て
い
る
か

ら
。安

藤

市
町
村
別
で
み
る
と
例
え
ば
以
前
、
茨
城
の
旭
村
や
八

千
代
町
で
は
町
村
外
の
出
作
で
規
模
拡
大
が
進
ん
で
い
る
ケ
ー
ス

が
多
数
あ
り
、
そ
れ
が
市
町
村
レ
ベ
ル
で
の
経
営
耕
地
面
積
の
増

大
と
な
っ
て
反
映
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

図
２
は
県
レ
ベ
ル
で
経
営
耕
地
面
積
が
ふ
え
て
い
る
の
で
そ
の
背

景
に
何
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
質
問
で
す
。

長
崎
、
鹿
児
島
は
、
二
毛
作
地
帯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
麦
が

二
重
カ
ウ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
か
、
あ
る
い
は
大
豆
と
麦
で
大

豆
が
二
重
カ
ウ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
た
耕
地
面
積
の
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
の
可
能
性
が
な

い
県
で
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
ら
か
の
実
態
が
あ
っ
た

と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
も
し
か
し
た
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ら
市
町
村
レ
ベ
ル
で
み
た
ら
何
か
み
え
て
く
る
か
と
思
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
点
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

橋
詰

長
崎
は
小
規
模
な
自
給
的
農
家
が
結
構
多
い
の
で
、
自

給
的
農
家
の
経
営
耕
地
面
積
を
全
部
合
算
し
て
比
較
し
て
み
る

と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
ゼ
ロ
の
ほ
う
に
行
く
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
。鹿

児
島
は
、
は
っ
き
り
い
っ
て
わ
か
ら
な
い
で
す
。
市
町
村
別

の
統
計
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。
各
県
で
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
け
ど
、
鹿
児
島
が
公
表
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
私
も
記

憶
に
な
い
で
す
が
、
そ
れ
を
み
て
み
な
い
と
ち
ょ
っ
と
わ
か
ら
な

い
で
す
。

安
藤

分
か
り
ま
し
た
。
今
後
の
課
題
で
す
ね

谷
口

お
茶
と
芋
焼
酎
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
カ
ン
シ
ョ
で
ふ
え
て

い
る
こ
と
は
、
個
別
調
査
で
デ
ー
タ
は
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
か
な

り
ふ
や
し
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
を
復
旧
し
て
す
ご
い
ふ
え
た
。

特
に
ふ
え
て
い
る
面
積
が
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
か
、
全
然
単
位

が
違
う
。

橋
詰

そ
う
い
う
形
で
、
耕
作
放
棄
地
の
復
旧
と
い
う
こ
と
で

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
鹿
児
島
は
母
数
が
大
き
い
で
す

か
ら
ね
。

谷
口

も
と
も
と
ね
。

橋
詰

長
崎
は
農
地
が
少
な
い
の
で
、
面
積
が
ち
ょ
っ
と
動
く

と
す
ぐ
動
く
の
で
す
が
、
鹿
児
島
は
…
…

谷
口

逆
に
い
う
と
、
長
崎
は
一
番
耕
作
放
棄
地
が
多
い
と
こ

ろ
で
す
よ
ね
。
率
が
高
い
と
こ
ろ
。

橋
詰

ち
ょ
っ
と
今
こ
こ
で
は
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
。

た
だ
、
今
回
の
結
果
は
概
数
値
で
す
か
ら
、
確
定
値
が
出
た
と

き
に
は
変
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
確
定
値
が
出
た
と
き

に
も
う
一
回
、
確
認
し
て
み
ま
す
。

安
藤

あ
と
も
う
一
つ
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
表
４
の
雇
用

農
業
労
働
力
の
動
向
で
は
、
一
経
営
体
当
た
り
の
人
数
が
少
し
減

っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
を
土
地
利
用
型
部
門
の
動
き

で
も
っ
て
説
明
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
は
個
別

経
営
、
あ
る
い
は
販
売
農
家
の
統
計
が
出
て
こ
な
い
と
わ
か
ら
な

い
と
思
う
の
で
す
。
例
え
ば
高
齢
化
が
進
ん
だ
農
家
が
労
働
力
不

足
を
補
う
た
め
と
い
う
よ
り
も
、
家
族
プ
ラ
ス
一
人
か
ら
二
人
の

従
業
員
を
雇
い
入
れ
た
か
な
り
大
き
な
個
別
水
田
経
営
が
、
そ
れ

な
り
に
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
う
ん
で
す
ね
。

こ
れ
ま
で
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
そ
こ
そ
こ
の
夫
婦
家
族
経
営
だ
っ

た
の
が
、
農
地
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
の
で
三
〇
、
四
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
夫
婦
だ
け
で
は
人
手
が
足

り
な
い
の
で
、
雇
用
を
一
人
か
二
人
入
れ
た
個
別
水
田
経
営
の
大

規
模
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
機
械
に
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
一
セ
ッ
ト
だ
っ
た
の
が
二
セ
ッ
ト
に
な
り
、
農
地

も
出
て
く
れ
ば
さ
ら
に
四
〇
、
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
拡
大
し
て
い
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く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
転
作
も
込
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
農
地

の
流
動
化
が
進
ん
で
、
個
別
経
営
が
展
開
し
て
い
る
よ
う
な
地
域

で
は
こ
う
し
た
家
族
労
働
力
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
的
な
水
田
大
規
模

経
営
が
出
て
き
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
の
か
な
と
思
っ
た
次
第
で

す
。橋

詰

非
常
に
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
な
の
で
す
。

雇
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
集
約
型
の
施
設
園
芸
だ
と

か
、
大
家
畜
の
畜
産
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
雇
用
を
ど

ん
ど
ん
入
れ
て
規
模
拡
大
し
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ

け
水
田
農
業
に
か
か
わ
る
組
織
経
営
体
が
ふ
え
て
く
れ
ば
、
当
然

そ
こ
に
雇
用
も
生
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
そ
う
い
う
面
で
動
い

て
い
る
。
片
や
個
別
経
営
側
も
労
働
力
が
高
齢
化
し
て
い
る
の
で

雇
用
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

ち
ょ
っ
と
今
の
段
階
で
は
わ
か
ら
な
い
で
す
け
れ
ど
も
、
さ
ら

に
販
売
農
家
で
ど
う
か
と
か
、
規
模
別
に
み
た
ら
ど
う
か
と
か
、

作
物
別
に
み
た
ら
ど
う
か
と
い
う
形
で
、
分
析
を
し
て
み
る
と
お

も
し
ろ
い
結
果
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
文
章
は
ち
ょ
っ
と
強

引
に
書
い
て
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
恐
ら
く
施
設
型
部
門
だ
け

で
な
く
て
水
田
農
業
に
か
か
わ
る
土
地
利
用
型
部
門
で
も
雇
用
が

ふ
え
て
き
た
。
水
田
農
業
に
か
か
わ
る
土
地
利
用
型
部
門
で
の
雇

用
は
、
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
数
を
一
気
に
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
少
人
数
に
と
ど
ま
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
ふ
え
た
の

で
一
経
営
体
当
た
り
の
人
数
が
減
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

予
想
し
て
書
い
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
と
お
り
か
ど
う
か
は
実
際

に
分
析
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

安
藤

こ
の
後
、
も
う
少
し
デ
ー
タ
が
出
て
き
た
ら
個
人
的
に

私
も
調
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

橋
詰

ぜ
ひ
、
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
（
笑
声
）。

安
藤

そ
う
い
う
印
象
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

谷
口

今
の
と
こ
ろ
は
、
集
落
営
農
の
影
響
が
出
て
い
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

橋
詰

出
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

谷
口

圧
倒
的
に
。
そ
こ
は
余
り
雇
用
が
な
い
で
す
よ
ね
。
一

部
し
か
入
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
常
雇
が
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

出
て
き
た
で
し
ょ
う
。

橋
詰

出
て
き
ま
す
ね
。

谷
口

集
落
営
農
で
も
ね
。

橋
詰

え
え
、
出
て
き
て
い
ま
す
。

谷
口

た
だ
し
、
ト
ー
タ
ル
で
み
る
と
、
集
落
営
農
で
常
雇
を

入
れ
て
い
る
の
は
組
織
経
営
体
の
中
で
は
割
合
少
な
い
で
す
よ

ね
。橋

詰

数
的
に
は
少
な
い
で
す
ね
。

谷
口

だ
か
ら
、
人
数
が
減
っ
て
い
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て
い

る
の
か
な
と
。

橋
詰

た
だ
、
常
雇
を
導
入
し
て
い
る
経
営
体
の
割
合
が
二
％

ち
ょ
っ
と
で
す
か
ら
経
営
体
数
自
体
は
わ
ず
か
な
の
で
す
。
だ
か
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ら
、
ち
ょ
っ
と
入
れ
る
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
と
す
ぐ
動
く
。

政
策
研
で
集
落
営
農
を
調
査
し
た
中
で
も
、
集
落
営
農
組
織
の

中
に
常
雇
と
し
て
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
を
入
れ
た
り
と
か
、
ぽ
つ

ぽ
つ
あ
り
ま
し
た
。

加
瀬

農
業
セ
ン
サ
ス
の
使
い
方
の
問
題
な
の
で
す
け
れ
ど

も
、
統
計
法
の
学
術
利
用
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
以
降
、
個

票
の
組
み
か
え
を
自
分
で
や
る
こ
と
は
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

橋
詰

目
的
外
の
利
用
申
請
を
す
れ
ば
、
基
本
的
に
学
術
目
的

な
ら
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

加
瀬

で
き
る
と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
い
っ
て
い
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
実
際
に
で
き
て
い
る
の
で
す
か
。

橋
詰

そ
れ
は
統
計
法
の
改
正
に
よ
っ
て
若
干
緩
く
な
っ
た
と

い
う
か
、
手
続
が
簡
略
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

加
瀬

た
だ
、
総
務
省
の
判
断
が
必
要
な
の
で
す
よ
ね
。

橋
詰

も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
。

加
瀬

農
水
が
許
可
し
て
も
だ
め
な
わ
け
で
す
よ
ね
。

橋
詰

農
水
が
許
可
し
て
総
務
省
へ
伺
い
を
出
し
て
、
総
務
省

が
オ
ッ
ケ
ー
を
出
さ
な
い
と
だ
め
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
ハ
ー

ド
ル
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
昔
の
よ
う
に
目
的
外
の
利
用
申
請

を
し
て
膨
大
な
書
類
を
書
か
さ
れ
て
、
半
年
ぐ
ら
い
た
た
な
い
と

な
か
な
か
お
り
な
い
よ
う
な
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。

た
だ
、
セ
ン
サ
ス
の
場
合
、
デ
ー
タ
量
が
多
い
の
で
パ
ソ
コ
ン

で
は
処
理
で
き
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
電
算
機
が
使
え
る
と
こ
ろ

じ
ゃ
な
い
と
目
的
外
利
用
の
申
請
を
し
て
も
使
え
な
い
。
逆
に
い

え
ば
、
集
計
デ
ー
タ
を
も
ら
っ
た
ほ
う
が
早
い
。
集
計
を
お
願
い

し
た
ほ
う
が
早
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
す
。

加
瀬

集
計
は
、
か
つ
て
は
お
金
が
必
要
な
か
っ
た
ん
だ
け

ど
、
実
費
主
義
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。

橋
詰

い
や
、
そ
れ
は
知
り
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ん
で
す
か
。
だ

れ
が
お
金
を
と
る
ん
で
す
か
。

加
瀬

お
と
と
し
の
四
月
か
ら
。

谷
口

国
庫
に
納
入
す
る
の
？

加
瀬

国
庫
に
納
入
す
る
の
で
す
。
統
計
部
の
職
員
が
働
い
た

時
間
、そ
の
人
の
時
間
単
価
を
掛
け
て
や
る
と
い
う
こ
と
で
、私
、

漁
業
セ
ン
サ
ス
の
個
票
利
用
を
試
み
た
時
に
知
り
ま
し
た
。

橋
詰

初
耳
で
す
。

加
瀬

最
終
的
に
は
、
そ
れ
で
お
願
い
し
た
の
が
総
務
省
に
拒

否
さ
れ
て
だ
め
に
な
っ
た
の
で
す
。

谷
口

職
員
の
労
賃
っ
て
、
所
定
の
勤
務
時
間
内
で
し
ょ
う
。

追
加
労
働
？

加
瀬

そ
う
。
だ
か
ら
、
相
当
高
い
賃
金
に
な
る
と
思
う
ん
で

す
け
ど
ね
。

安
藤

二
五
％
増
し
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ね
。

谷
口

所
定
内
労
働
時
間
に
や
っ
て
で
す
よ
。
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安
藤

所
定
内
だ
っ
た
ら
大
丈
夫
で
す
。

谷
口

そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
。
お
か
し
い
で
す
ね
。

橋
詰

そ
れ
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

加
瀬

で
す
か
ら
、
セ
ン
サ
ス
分
析
を
細
か
く
や
っ
て
お
ら
れ

る
方
は
、
多
分
業
務
と
し
て
や
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
の
で
、
外
部
か
ら
公
開
を
求
め
て
や
っ
た
場
合
と

扱
い
が
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

橋
詰

基
本
的
に
は
既
存
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
統
計
デ
ー
タ
で

や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
組
み
か
え
集
計
を
依
頼
し
た
り
と
い
う
こ

と
は
、
よ
っ
ぽ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
は
な
い
で
す
ね
。

加
瀬

労
働
統
計
の
個
票
組
み
か
え
は
非
常
に
多
い
で
す
よ

ね
。
そ
ち
ら
は
そ
ん
な
に
無
茶
な
、
人
件
費
を
払
え
な
ん
て
い
わ

な
い
で
通
っ
て
い
る
の
に
、
何
で
農
水
だ
け
が
人
件
費
を
い
う
の

か
（
笑
声
）。

橋
詰

い
や
、
私
は
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

加
瀬

労
働
は
非
常
に
細
か
い
組
み
か
え
を
や
っ
た
り
、
事
実

上
、
個
票
を
第
三
者
が
と
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
わ

け
で
す
。
同
じ
統
計
審
議
会
が
オ
ー
ケ
ー
し
て
い
る
わ
け
で
、
そ

こ
は
セ
ン
サ
ス
の
専
門
家
の
人
た
ち
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

橋
詰

そ
れ
は
知
ら
な
か
っ
た
で
す
ね
。
お
金
を
と
っ
て
や
っ

て
い
る
な
ん
て
初
め
て
聞
き
ま
し
た
（
笑
声
）。今
、
そ
ん
な
こ
と

に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。
確
か
に
セ
ン
サ
ス
の
場
合
は
個
票
を

使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
も
客
体
数
が
多
い
で
す
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら

依
頼
し
て
集
計
し
て
も
ら
う
し
か
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
で
お
金

を
と
る
ん
で
す
か
。
世
の
中
も
変
わ
り
ま
し
た
ね
（
笑
声
）。

安
藤

そ
れ
で
は
、
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
一
応

予
定
し
て
い
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
で
終
わ
り
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
橋
詰
さ
ん
に
は
、
貴
重
な
お
正
月
休
み
を
つ

ぶ
し
て
準
備
を
し
て
頂
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
笑
声
）。

橋
詰

仕
事
の
う
ち
で
す
か
ら
大
丈
夫
で
す
。

安
藤

セ
ン
サ
ス
が
公
表
さ
れ
た
早
い
段
階
で
ま
と
ま
っ
た
分

析
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
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１
、
消
え
た
の
は
「
モ
カ
」
コ
ー
ヒ
ー
だ
け
で
は
な
い

「
ど
こ
へ
行
く

日
本
の
食
と
農
�
」
に
お
い
て
、
日
本
市
場

か
ら
、
エ
チ
オ
ピ
ア
産
の
モ
カ
コ
ー
ヒ
ー
が
残
留
農
薬
の
問
題
で

姿
を
消
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、
胡
麻
も
同
様
の

理
由
（
Ｄ
Ｄ
Ｔ
）
で
二
〇
〇
六
年
か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
産
の
扱
い
が

止
ま
っ
て
い
る
。
コ
ー
ヒ
ー
業
界
は
「
モ
カ
」
ブ
ラ
ン
ド
を
扱
い

続
け
る
た
め
に
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
が
確
保
で
き
る
ル
ー
ト
を

選
ん
で
限
定
的
に
再
開
を
果
た
し
た
よ
う
で
あ
る
。
胡
麻
は
、
コ

ー
ヒ
ー
の
よ
う
に
嗜
好
性
が
高
く
な
い
た
め
に
産
地
ブ
ラ
ン
ド
と

い
う
も
の
が
存
在
せ
ず
、
そ
の
分
、
特
定
産
地
か
ら
調
達
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
だ
わ
り
が
小
さ
い
。
こ
の
と
き
も
、
他

の
産
地
に
調
達
先
を
振
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
料
を
確
保
し

た
。
残
留
農
薬
の
よ
う
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
理
由
で
調
達
先
を
変
え

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
作
柄
の
良
し
悪
し
に
対
応
し
た
り
、
よ
り
品

質
の
良
い
原
料
産
地
が
育
っ
た
た
め
に
切
り
替
え
た
と
か
、
極
端

な
天
候
異
変
を
含
む
天
災
等
に
よ
っ
て
調
達
不
能
に
な
っ
た
と

か
、
色
々
な
理
由
で
調
達
先
が
変
わ
る
。
各
年
で
の
調
達
先
は
二

〇
数
カ
国
た
ら
ず
で
あ
る
が
、
毎
年
少
し
ず
つ
調
達
先
を
変
え
な

が
ら
過
去
二
〇
年
間
で
の
輸
入
相
手
国
は
六
四
ヶ
国
に
及
ぶ
。
原

産
地
表
示
の
対
象
品
目
で
は
な
い
か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
も

の
の
、
天
候
ば
か
り
で
な
く
政
治
的
に
も
不
安
定
な
国
に
供
給
を

依
存
し
て
い
る
胡
麻
に
と
っ
て
、
こ
の
移
り
身
の
軽
さ
が
重
要
だ

っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
表
１
）。と
こ
ろ
が
、
こ
の
考
え
方
が

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

２
、
日
本
の
胡
麻

現
在
、
日
本
に
お
け
る
胡
麻
の
需
要
は
、
原
料
ベ
ー
ス
で
搾
油

用
、
食
用
を
あ
わ
せ
て
約
一
六
万
ト
ン
で
あ
り
、
一
人
当
た
り
の

消
費
量
を
み
る
と
、
韓
国
、
ト
ル
コ
と
並
ん
で
世
界
の
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
胡
麻
が
健
康
に
良
い
と
い
う
こ
と
は

昔
よ
り
言
い
伝
え
ら
れ
て
き
て
お
り
、
事
実
、
ア
ミ
ノ
酸
組
成
の

バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
、
セ
サ
ミ
ン
に
代
表
さ
れ
る
胡
麻
リ
グ
ナ
ン
の

含
有
な
ど
、
科
学
的
な
裏
付
け
も
次
々
に
公
に
な
っ
て
い
る
。
古

移
り
変
わ
る
胡
麻
の
供
給
国

全
国
胡
麻
加
工
組
合
連
合
会

残
農
対
策
分
科
会
座
長

高
田

直
幸
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来
よ
り
胡
麻
豆
腐
や
和
え

物
、
胡
麻
煎
餅
と
い
っ
た

日
本
独
自
の
用
途
を
育

み
、
現
代
で
は
胡
麻
油
の

一
般
家
庭
へ
の
普
及
、
ふ

り
か
け
、
タ
レ
、
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
な
ど
、
新
し
い
シ

ー
ン
を
生
み
出
し
て
き

た
。こ

の
胡
麻
は
エ
チ
オ
ピ

ア
、
ス
ー
ダ
ン
あ
た
り
の

ア
フ
リ
カ
・
サ
バ
ン
ナ
地

帯
が
原
産
と
さ
れ
て
お

り
、
縄
文
時
代
に
到
来

後
、
日
本
の
各
地
で
一
般

的
に
栽
培
さ
れ
て
き
た
。

一
九
五
〇
年
代
に
は
二
万

ト
ン
弱
の
需
要
に
対
し
て

七
〇
〇
〇
ト
ン
近
い
国
内

生
産
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
梅
雨
明
け
と
共
に
、

落
花
生
や
大
豆
の
間
作

で
、
ま
た
田
圃
の
畔
で
綺

麗
な
花
を
付
け
る
胡
麻
を
記
憶
す
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
後
の
高
度
成
長
の
な
か
で
耕
地
自
体
が
減
少
し
た
こ
と
も
あ

る
が
、
間
作
、
畔
や
狭
い
空
き
地
利
用
と
い
う
栽
培
ス
タ
イ
ル
を

採
っ
て
い
た
胡
麻
は
、
単
一
農
産
物
の
生
産
を
前
提
と
し
た
農
業

の
機
械
化
の
波
に
押
し
流
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
刈
取
・
乾
燥
・
脱

穀
と
い
っ
た
作
業
を
人
手
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
災
い
し

て
日
本
で
の
胡
麻
栽
培
は
激
減
し
た
。
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
安
価

に
胡
麻
を
輸
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
需
要
は
増
加
、

輸
入
胡
麻
が
市
場
を
席
巻
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

最
近
で
は
、
消
費
者
の
国
産
志
向
と
米
余
り
の
中
で
、
胡
麻
生

産
に
関
心
を
持
つ
生
産
者
も
出
始
め
た
が
、
最
近
ま
で
登
録
農
薬

が
な
か
っ
た
こ
と（
現
在
は
殺
虫
剤
３
、
殺
菌
剤
１
、
薫
蒸
剤
１
）

や
、
機
械
化
対
応
の
遅
れ
と
生
産
物
の
流
通
が
未
整
備
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
栽
培
し
づ
ら
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

３
、
胡
麻
の
栽
培

胡
麻
は
高
温
・
乾
燥
を
好
む
作
物
で
、
や
せ
地
で
も
栽
培
が
可

能
で
あ
る
。
日
本
に
は
「
干
ば
つ
に
胡
麻
の
不
作
な
し
」
と
い
う

言
葉
も
あ
り
、
開
墾
地
や
水
田
・
畑
作
に
向
か
な
い
耕
地
で
は
、

蕎
麦
と
並
ん
で
重
宝
さ
れ
た
作
物
で
あ
る
。
栽
培
中
の
手
入
れ
は

あ
ま
り
要
ら
な
い
が
、
収
穫
及
び
そ
の
後
の
処
理
を
人
手
に
頼
る

労
働
集
約
型
作
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
栽
培
特
性
を
持
っ
た
胡

麻
は
、
熱
帯
・
亜
熱
帯
の
開
発
途
上
地
域
に
依
存
し
て
い
る
（
表

表１ 胡麻の輸入量の推移
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２
）。胡
麻
栽
培
に
よ
っ
て
経
済
力
が
高
ま
り
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ

れ
て
く
る
と
、
栽
培
者
は
胡
麻
を
放
棄
し
て
、
よ
り
経
済
性
の
高

い
作
物
に
シ
フ
ト
す
る
傾
向
も
あ
る
。
つ
ま
り
同
じ
国
内
で
あ
っ

て
も
、
よ
り
奥
地
へ
、
辺
鄙
地
へ
と
栽
培
エ
リ
ア
が
移
動
し
て
い

く
の
は
興
味
深
い
。
広
大
な
面
積
に
播
種
だ
け
し
て
お
い
て
、
労

働
力
の
確
保
状
況
次
第
で
刈
り
取
れ
る
分
だ
け
を
収
穫
す
る
と
い

っ
た
粗
放
的
栽
培
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

４
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
事
例

胡
麻
の
貿
易
世
界
流
通
量
は
長
い
間
一
〇
〇
万
ト
ン
前
後
で
バ

ラ
ン
ス
を
保
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
ま
で
輸
出
国
で
あ
っ

た
中
国
が
輸
入
国
に
転
じ
た
ば
か
り
か
、
あ
っ
と
い
う
間
に
日
本

を
追
い
越
し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
四
〇
万
ト
ン
の
超
大
輸
入
国
に

な
っ
た
。
他
の
穀
類
で
も
よ
く
聞
く
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
が
、
も

と
も
と
パ
イ
が
小
さ
い
作
物
だ
け
に
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
く
、
世

界
の
需
給
を
大
き
く
狂

わ
せ
る
事
態
に
陥
っ
て

い
る
。

振
り
返
っ
て
、
我
が

国
の
調
達
状
況
を
み
る

と
、
残
留
農
薬
リ
ス
ク

に
怯
え
て
そ
の
調
達
先

を
自
ら
狭
め
て
き
て
い

る
。
エ
チ
オ
ピ
ア
も
そ
の
一
例
で
、
か
つ
て
は
日
本
に
一
五
〇
〇

〇
ト
ン
の
原
料
を
供
給
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
二
〇
〇
四
年

に
実
施
し
た
業
界
の
自
主
検
査
に
お
い
て
複
数
回
Ｄ
Ｄ
Ｔ
汚
染
が

検
出
さ
れ
て
以
降
、
各
社
と
も
敬
遠
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
輸
入

が
途
絶
え
た
（
表
３
）。そ
の
後
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
が
導
入
さ

れ
て
、
他
の
国
か
ら
も
残
留
農
薬
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
、
次
第
に
、「
違
反
国
を
排
除
し
て
次
を
探

す
」と
い
う
論
理
は
将
来
的
に
破
綻
す
る
こ
と
に
気
づ
き
始
め
た
。

コ
ー
ヒ
ー
業
界
の
取
組
を
見
習
い
、
エ
チ
オ
ピ
ア
産
胡
麻
の
取

り
扱
い
再
開
の
可
能
性
を
模
索
し
、
情
報
収
集
や
意
見
交
換
を
重

ね
た
。
サ
ン
プ
ル
ワ
ー
ク
を
頻
繁
に
行
う
一
方
で
、
二
〇
〇
九
年

お
よ
び
二
〇
一
〇
年
に
は
業
界
関
係
者
を
募
っ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

派
遣
を
挙
行
し
、
生
産
者
、
栽
培
地
、
集
積
地
、
プ
ラ
ン
ト
を
視

察
す
る
と
と
も
に
、
政
府
関
係
者
や
輸
出
業
者
と
会
合
を
持
っ

た
。
実
態
は
ど
う
な
の
か
、
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
生
産
国
側
と
共
に
考
え
て
き
た
。

農
園
栽
培
を
主
体
と
す
る
コ
ー
ヒ
ー
と
は
異
な
り
、
一
般
の
小
規

模
農
民
に
よ
る
栽
培
の
集
合
体
で
あ
る
胡
麻
の
場
合
、
ト
レ
ー
ス

を
極
め
る
の
は
現
実
的
で
は
な
く
、
農
薬
の
正
し
い
使
用
の
教
育

（
リ
ス
ク
の
高
い
農
薬
を
使
用
し
な
い
こ
と
も
含
む
）
と
確
認
検

査
体
制
の
充
実
が
対
策
の
ベ
ー
ス
と
な
る
。
外
貨
の
乏
し
い
エ
チ

オ
ピ
ア
に
と
っ
て
、
コ
ー
ヒ
ー
と
並
ん
で
重
要
な
輸
出
品
で
あ
る

胡
麻
が
、
共
に
問
題
を
指
摘
さ
れ
る
に
至
り
、
関
係
者
は
皆
真
剣

６９０

６３０

６２０

３００

１９５

１６５

１１０

８３

４８

４５

３，５６５

イ ン ド

中 国

ミ ャ ン マ ー

ス ー ダ ン

エ チ オ ピ ア

ウ ガ ン ダ

ナ イ ジ ェ リ

パ ラ グ ア イ

タ ン ザ ニ ア

バングラデシュ

合 計

表２ 世界の胡麻生産量
（２００９／１０年）

（単位：千トン）
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に
課
題
と
し
て
と
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

世
界
各
国
で
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
使
用
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
エ
チ
オ

ピ
ア
で
は
毎
年
多
く
の
人
が
マ
ラ
リ
ア
で
死
亡
し
て
お
り
、
Ｄ
Ｄ

Ｔ
は
安
価
で
効
力
の
大
き
い
薬
剤
と
し
て
一
般
的
に
使
用
が
続
け

ら
れ
、効
果
も
あ
っ
た
と
い
う
。し
か
し
、農
業
省
は
０４
年
に
は
栽

培
用
殺
虫
剤
と
し
て
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
使
用
を
禁
止
し
、代
替
と
な
る
農

薬
の
使
用
を
推
奨
し
始
め
る
。
保
健
省
は
０９
年
に
は
マ
ラ
リ
ア
対

策
と
し
て
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
使
用
も
禁
じ
、
代
替
駆
除
剤
を
推
奨
す
る
と

と
も
に
、
二
次
汚
染
を
防
ぐ
た
め
に
駆
除
活
動
は
農
民
に
任
せ
ず

行
政
が
行
う
と
い
う
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
き
た
。
ち
な
み
に
二

〇
〇
八
年
に
は
同
国
内
で
の
Ｄ
Ｄ
Ｔ
製
造
が
中
止
さ
れ
て
い
る
。

生
産
地
の
住
民
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
今
で
も
「
Ｄ
Ｄ

Ｔ
」
と
い
う
言
葉
に
出
く
わ
す
が
、
現
物
を
確
認
す
る
と
Ｄ
Ｄ
Ｔ

で
は
な
い
と
い
う
場
面
に
も
遭
遇
し
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
Ｄ
Ｄ
Ｔ

と
は
マ
ラ
リ
ア
駆
除
剤
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

う
い
っ
た
こ
と
が
情
報
の

混
乱
に
繋
が
っ
て
い
た
こ

と
も
判
明
し
、
現
地
確
認

の
重
要
性
を
思
い
知
ら
さ

れ
た
。

Ｄ
Ｄ
Ｔ
汚
染
が
完
全
に

な
く
な
る
に
は
、
こ
う
い

っ
た
行
政
の
施
策
に
則
っ

て
啓
蒙
活
動
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
成
果
を
上
げ
る
に
は

今
し
ば
ら
く
の
時
間
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
で
、
輸
出
前

の
検
査
体
制
を
充
実
さ
せ
て
安
全
を
確
保
す
る
プ
ラ
ン
も
進
め
ら

れ
て
い
る
。
地
理
的
に
も
日
本
と
遠
く
、
ま
た
、
情
報
も
十
分
に

入
っ
て
こ
な
い
国
で
の
取
組
な
の
で
、
日
本
大
使
館
（
農
水
省
か

ら
の
派
遣
者
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
）、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と

い
っ
た
政
府
関
係
者
の
支
援
、
応
援
は
心
強
く
、
大
変
あ
り
が
た

か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
原

料
の
取
り
扱
い
も
再
開
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

４
、
さ
い
ご
に

二
〇
〇
六
年
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
の
施
行
以
降
、
胡
麻

は
残
念
な
が
ら
、
毎
年
一
〇
件
を
超
え
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
違
反
を

出
し
続
け
て
い
る
。
し
か
も
違
反
国
は
特
定
国
に
集
中
し
て
お
ら

ず
、
ま
ん
べ
ん
な
く
発
生
し
て
い
る
。
原
因
の
特
定
に
難
航
す
る

事
例
も
多
々
あ
り
、
原
因
が
推
定
で
き
た
と
し
て
も
有
効
な
対
策

の
と
り
よ
う
が
な
い
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
る
。

輸
入
相
手
国
の
数
だ
け
、
違
反
の
数
だ
け
、
問
題
を
抱
え
て
い

る
と
も
い
え
る
が
、
せ
っ
か
く
健
康
に
良
い
と
期
待
さ
れ
て
い
る

胡
麻
を
安
全
に
日
本
に
輸
入
し
続
け
た
い
と
い
う
の
が
、
業
界
の

総
意
で
あ
る
。
避
け
て
い
た
だ
け
で
は
問
題
は
解
決
し
な
い
し
、

需
給
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
供
給
環
境
は
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
ば
か
り

で
あ
る
。
前
向
き
に
努
力
を
重
ね
た
い
と
思
う
。

２００１年 ５，７６３
２００２年 ３，８７０
２００３年 ４，４４１
２００４年 １５，１１４
２００５年 １，７０３
２００６年 ９０
２００７年 ０
２００８年 ０
２００９年 ０

表３ エチオピアからの
胡麻輸入量の推移
（単位：トン）
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１
、
は
じ
め
に

自
給
力
の
向
上
に
は
麦
の
増
産
は
必
須
で
あ
る
。
農
林
水
産
省

が
掲
げ
る
「
食
糧
自
給
率
目
標
」
で
は
、
麦
で
日
本
の
自
給
力
を

二
・
五
％
上
昇
さ
せ
る
た
め
に
、
作
付
面
積
、
生
産
量
を
お
よ
そ

二
倍
に
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
広
大
な
圃
場

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
現
在
何
も
作
付
け
さ
れ
ず
に
空
い
て

い
る
冬
の
田
ん
ぼ
で
あ
る
。
合
理
的
な
作
付
体
系
を
構
築
し
て
、

水
田
の
耕
地
利
用
率
を
あ
げ
る
こ
と
で
圃
場
を
確
保
す
る
考
え
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
麦
の
増
産
の
場
を
水
田
に
限
定
し
、

田
に
お
け
る
麦
作
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

水
田
で
生
産
す
る
麦
の
種
類
、
用
途
と
品
種
が
問
題
で
あ
る
。

小
麦
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
日
本
の
品
種
は
子
実
蛋
白
質
含

有
率
が
中
程
度
で
う
ど
ん
に
向
く
も
の
が
多
い
が
、
す
で
に
う
ど

ん
用
の
国
産
比
率
が
七
割
近
く
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
需
要

の
増
加
が
望
め
な
い
。
蛋
白
質
含
有
率
の
高
い
パ
ン
、
中
華
麺
用

の
硬
質
小
麦
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
国
産
比
率
が
一
％
程

度
し
か
な
く
、
こ
こ
に
大
き
な
需
要
が
見
込
め
る
。
パ
ン
、
中
華

麺
用
の
硬
質
小
麦
品
種
は
、
か
つ
て
は
「
ハ
ル
ユ
タ
カ
」
の
よ
う

な
北
海
道
の
春
播
き
用
品
種
し
か
な
か
っ
た
が
、
最
近
で
は
穂
発

芽
や
赤
か
び
病
に
耐
性
を
持
ち
、
本
州
以
南
で
栽
培
可
能
な
品
種

が
開
発
さ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
。

一
方
、
大
麦
に
つ
い
て
は
、
食
用
、
麦
茶
用
、
醸
造
用
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
用
途
に
向
け
た
品
種
と
そ
の
高
品
質
化
栽
培
法
の
開
発

が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
麦
ご
飯
、
麦
茶
、
麦
味
噌
な
ど
は

必
ず
し
も
消
費
が
拡
大
し
て
い
な
い
の
で
、
食
物
繊
維
を
多
く
含

む
食
品
と
し
て
新
た
な
需
要
の
開
拓
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

麦
は
そ
の
ま
ま
食
べ
る
コ
メ
と
違
い
、
製
粉
や
搗
精
の
過
程
を

経
て
利
用
可
能
に
な
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
を
加
工
し
て
食
用
に
す

る
の
で
、
言
わ
ば
工
業
製
品
の
原
料
で
あ
る
。
そ
の
た
め
製
品
の

水
田
に
お
け
る
麦
類
の
増
収
と
多
毛
作
化

に
よ
る
生
産
増
加
の
可
能
性

（
独
）
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
管
理
監

渡
邊

好
昭
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特
性
に
合
わ
せ
た
原
料
と
し
て
の
麦
を
生
産
し
な
い
と
価
値
が
な

い
。
水
田
に
お
け
る
栽
培
で
は
畑
に
比
べ
て
収
量
、
子
実
蛋
白
質

含
有
率
と
も
に
低
下
し
や
す
い
傾
向
が
あ
り
、
畑
と
は
違
っ
た
栽

培
法
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
小
麦
を
中
心
に
水
田
に
お
け

る
高
品
質
、
多
収
化
の
た
め
の
栽
培
法
と
作
付
体
系
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
と
す
る
。

２
、
水
田
で
生
産
す
る
小
麦
の
品
質
と
栽
培
に
よ
る
制
御

自
給
力
向
上
の
た
め
に
パ
ン
・
中
華
麺
用
小
麦
を
増
産
す
る
に

は
、
単
に
硬
質
小
麦
品
種
を
栽
培
す
れ
ば
す
む
わ
け
で
は
な
い
。

パ
ン
・
中
華
麺
用
小
麦
と
し
て
十
分
な
品
質
を
備
え
て
い
る
必
要

が
あ
る
。
ま
ず
ク
リ
ア
す
べ
き
当
面
の
目
標
は
ラ
ン
ク
区
分
に
示

さ
れ
た
基
準
値
で
あ
る
。
パ
ン
・
中
華
麺
用
小
麦
で
は
子
実
蛋
白

質
含
有
率
、
灰
分
、
容
積
重
、
フ
ォ
ー
リ
ン
グ
ナ
ン
バ
ー
の
四
つ

の
品
質
要
素
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
基
準
値
内
に
収
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
（
表
１
）。

蛋
白
質
は
小
麦
粉
の
特
性
を
決
め
る
最
も
重
要
な
品
質
要
素
で

あ
り
、
パ
ン
・
中
華
麺
用
で
望
ま
れ
る
子
実
蛋
白
質
含
有
率
は
一

一
・
五
〜
一
四
・
〇
％
で
あ
る
。
特
に
、
水
田
で
は
畑
に
比
べ
て

蛋
白
質
含
有
率
が
上
昇
し
に
く
い
こ
と
か
ら
、
蛋
白
質
含
有
率
を

上
昇
さ
せ
る
水
田
で
の
窒
素
追
肥
法
が
必
要
で
あ
る
。
す
で
に
う

ど
ん
用
の
小
麦
で
は
追
肥
の
時
期
に
よ
り
子
実
蛋
白
質
含
有
率
を

制
御
す
る
技
術
が
作
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。茎
立
ち
期
に
追
肥
を

図１ 窒素追肥の時期、量が子実量と子実タンパク質含有量に及ぼす影響

（灰色低地土水田輪換畑 品種：農林６１号 追肥は硫安で施用）
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行
っ
た
場
合
、
子
実
重
は
増
加
す
る
が
蛋
白
質
含
有
率
に
は
増
加

が
見
ら
れ
ず
、
こ
の
時
期
に
吸
収
し
た
窒
素
は
有
効
茎
歩
合
の
上

昇
に
働
き
、
子
実
蛋
白
質
含
有
率
の
増
加
に
は
結
び
つ
か
な
い
。

一
方
、
出
穂
期
前
後
の
追
肥
は
子
実
蛋
白
質
含
有
率
の
増
加
を
も

た
ら
す
。
こ
の
結
果
は
パ
ン
用
の
品
種
で
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

灰
分
は
小
麦
粉
の
重
要
な
品
質
要
素
で
あ
り
、
灰
分
の
少
な
い

小
麦
粉
が
高
品
質
と
評
価
さ
れ
る
た
め
、
子
実
の
灰
分
も
で
き
る

だ
け
低
い
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
灰
分
含
量
は
遺
伝
的
に
決
ま
っ
て

お
り
、
品
種
間
差
が
大
き
く
、
栽
培
方
法
に
よ
る
改
善
は
難
し
い

が
、
湿
害
や
倒
伏
に
よ
り
登

熟
不
良
に
な
る
と
増
加
す
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策
が
重

要
で
あ
る
。

容
積
重
は
子
実
の
充
実
度

を
測
る
指
標
と
言
わ
れ
る
。

中
身
が
し
っ
か
り
詰
ま
っ
た

小
麦
は
容
積
重
が
高
く
な

り
、
容
積
重
が
高
い
と
製
粉

歩
留
ま
り
が
高
い
傾
向
が
あ

る
た
め
、
容
積
重
が
高
い
小

麦
が
要
望
さ
れ
る
。
容
積
重

も
灰
分
と
同
様
に
品
種
間
差

が
大
き
い
が
、
栽
培
法
に
よ

っ
て
も
変
化
す
る
。
晩
播
に

く
ら
べ
適
期
播
種
で
高
く
、

窒
素
追
肥
に
よ
り
増
加
す
る

傾
向
が
あ
る
。

図２ ミナミノカオリの収量と子実蛋白質含量の関係

（２００５年 作物研）

表１ コムギのランク区分

低アミローズ品種等、粘弾性（もちもち感）を高め、製麺適性を向上させた品種であり最近の

品種転換の主流になっているが、従来品種と比べタンパク質含量が上がりにくい特性を持つ

パン・中華めん用
基準値

１１．５％～１４．０％
１．７５％以下
８３３g/L以上
３００以上

許容値

１０．０％～１５．５％

１．８％以下
─

２００以上

日本めん用
基準値

９．７％～１１．３％
１．６％以下
８４０g/L以上
３００以上

許容量

８．５％～１２．５％
８．０％～１３．０％
１．６５％以下

２００以上

コムギ

タンパク質
灰分
容積重

フォーリングナン

タンパク質
（低アミロース品種等）

灰分
容積重

フォーリングナン
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フ
ォ
ー
リ
ン
グ
ナ
ン
バ
ー
は
、
穂
発
芽
の
指
標
で
あ
る
。
成
熟

後
に
雨
に
遭
う
と
フ
ォ
ー
リ
ン
グ
ナ
ン
バ
ー
は
低
下
す
る
の
で
、

適
期
収
穫
が
極
め
て
重
要
に
な
る
。
降
雨
に
よ
る
刈
り
遅
れ
が
予

想
さ
れ
る
場
合
に
は
高
め
の
水
分
条
件
で
も
品
質
劣
化
を
招
か
な

い
収
穫
、
乾
燥
技
術
が
あ
る
。

自
給
力
向
上
に
は
、
上
記
の
様
に
品
質
を
維
持
し
な
が
ら
、
高

い
単
収
を
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
は
た
し
て
高
品
質
と

高
収
量
は
両
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
？
暖
地
向
け
の
パ
ン
用
品
種

「
ミ
ナ
ミ
ノ
カ
オ
リ
」
を
畑
で
栽
培
し
た
試
験
で
は
、
収
量
と
品

質
要
素
と
の
間
に
は
相
関
関
係
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
図
２
に

示
す
収
量
と
子
実
蛋
白
質
含
有
率
の
関
係
は
二
次
曲
線
を
描
き
、

収
量
が
七
五
〇
ｋ
ｇ
／
一
〇
ａ
程
度
ま
で
は
収
量
、
子
実
蛋
白
質

含
有
率
と
も
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
単

収
が
七
五
〇
ｋ
ｇ
／
一
〇
ａ
を
超
え
る
と
子
実
蛋
白
質
含
有
率
が

低
下
す
る
傾
向
を
示
す
の
で
、
そ
れ
以
上
の
収
量
を
望
む
こ
と
は

難
し
い
。
品
種
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
日
本
の
パ
ン
用
品

種
で
は
七
五
〇
ｋ
ｇ
／
一
〇
ａ
程
度
ま
で
は
、
子
実
蛋
白
質
含
有

率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
増
収
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

３
、
水
田
作
に
お
け
る
排
水
対
策
の
重
要
性

水
田
に
お
い
て
高
品
質
で
多
収
な
パ
ン
・
中
華
麺
用
小
麦
を
栽

培
す
る
に
は
排
水
対
策
が
重
要
で
あ
る
。
田
は
水
を
た
め
る
た
め

図３ ＦＯＥＡＳによる地下水位制御がコムギの子実重、タンパク

質含有率に及ぼす影響（品種あやひかり、島田・他（２０１０）より改変）
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に
作
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
機
能
を
保
っ
た
ま
ま
で
、
排
水
対
策
を

す
る
の
は
矛
盾
す
る
作
業
と
も
言
え
る
が
、
排
水
対
策
が
な
け
れ

ば
、
高
収
量
、
高
品
質
の
麦
栽
培
は
行
え
な
い
の
で
、
十
分
な
排

水
対
策
を
講
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
排
水
性
は
画
一

的
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
圃
場
で
違
っ
て
い
る
の
で
圃
場
に
合

わ
せ
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
周
囲
明
渠
、
基
幹

明
渠
と
、
本
暗
渠
、
補
助
暗
渠
（
弾
丸
暗
渠
、
サ
ブ
ソ
イ
ラ
）
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
。
さ
ら
に
、
畝
立
て
に
よ
っ
て
も
排
水
性
を

高
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
耕
耘
同
時
畝
立
て
播
種
機
や
小
明
渠
浅

耕
播
種
機
な
ど
、
一
工
程
で
排
水
性
の
良
い
畝
を
作
り
な
が
ら
施

肥
・
播
種
が
で
き
る
播
種
機
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
、
効
率
的
で
合
理
的
な
排
水
対
策
を
講
じ
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

排
水
だ
け
で
な
く
、
給
水
ま
で
も
可
能
に
す
る
地
下
水
位
制
御

シ
ス
テ
ム
の
利
用
も
考
え
ら
れ
る
。
最
近
普
及
が
広
が
り
始
め
た

Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ａ
Ｓ
は
、
本
暗
渠
と
直
交
し
て
一
ｍ
毎
に
弾
丸
暗
渠
、
も

み
殻
暗
渠
を
導
入
し
て
い
る
た
め
、
排
水
性
は
き
わ
め
て
良
好
で

あ
る
。
一
方
、
地
下
か
ら
灌
漑
で
き
る
こ
と
か
ら
、
乾
燥
に
よ
る

被
害
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
小
麦
栽
培
に
お
い
て
も
Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ａ

Ｓ
圃
場
で
は
周
囲
明
渠
だ
け
を
施
工
し
た
圃
場
に
比
べ
三
〇
％
増

収
し
、
子
実
蛋
白
質
含
量
も
一
四
％
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
圃
場

条
件
に
よ
っ
て
は
有
効
な
技
術
と
考
え
ら
れ
る
（
図
３
）。今
後
、

地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム
の
給
水
機
能
を
利
用
し
た
麦
の
高
品

質
、
増
収
技
術
の
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。

圃
場
の
排
水
対
策
が
進
む
と
乾
田
化
に
よ
り
湿
害
が
回
避
で
き

る
こ
と
で
麦
の
収
量
と
品
質
は
安
定
す
る
が
、
土
壌
が
酸
化
的
に

な
り
、
有
機
物
の
分
解
が
促
進
さ
れ
て
地
力
の
減
耗
が
起
こ
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
一
部
の
地
域
で
は
す
で
に
地
力
低
下
に
よ
る

減
収
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
堆
肥
等
の
投
入
や
緑
肥
作
物
の
導
入

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
地
力
の
維
持
は
水
田
農
業
全
体
の
問
題
と

な
っ
て
い
る
。

４
、
水
田
の
作
付
体
系

現
行
の
水
田
の
作
付
体
系
は
転
作
率
が
一
／
三
程
度
の
地
域
で

は
稲－

稲－

麦－

大
豆
の
三
年
四
作
体
系
が
主
体
で
あ
る
。
転
作

率
が
一
／
二
ま
で
増
加
し
て
も
稲－

麦－

大
豆
の
二
年
三
作
体
系

で
あ
り
、
大
豆
が
晩
播
栽
培
に
な
る
が
、
大
き
な
作
期
競
合
は
生

じ
な
い
。
し
か
し
、
さ
ら
に
耕
地
利
用
率
を
上
げ
よ
う
と
す
る
と

作
期
競
合
の
可
能
性
が
高
ま
る
。
三
年
五
作
と
な
る
稲
－
麦
－
大

豆
－
麦
－
大
豆
体
系
で
は
大
豆
後
の
麦
播
種
の
遅
れ
が
問
題
と
な

る
。
ま
た
、
二
年
四
作
と
な
る
稲－

麦－

大
豆－

麦
体
系
で
は
大

豆
後
の
麦
播
種
と
あ
わ
せ
て
麦
後
の
稲
播
種
あ
る
い
は
移
植
の
遅

れ
が
問
題
と
な
る
。
適
期
に
播
種
し
た
場
合
と
比
較
し
て
低
収
に

な
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
品
質
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
い
か
に
減
収
を
抑
え
る
か
、
重
要
な
技
術
と
な
る
。
大
豆
収

穫
と
麦
播
種
の
作
期
競
合
に
つ
い
て
は
、
安
定
し
て
麦
播
種
前
に
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収
穫
が
可
能
な
大
豆
品
種
の
育
成
と
、
大
豆
収
穫
の
遅
れ
の
原
因

と
な
る
青
立
ち
を
抑
制
す
る
栽
培
技
術
が
必
要
で
あ
る
。
青
立
ち

を
誘
引
す
る
虫
害
の
効
率
的
な
防
除
法
や
落
花
、
落
莢
の
原
因
と

な
る
干
害
の
対
策
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
麦
の
晩
播
対
応

技
術
と
し
て
は
播
種
量
の
増
加
や
、
播
種
溝
施
肥
な
ど
、
晩
播
に

よ
る
穂
数
不
足
を
補
う
技
術
開
発
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

麦
後
の
水
稲
に
つ
い
て
は
晩
播
適
応
性
の
高
い
品
種
が
育
成
さ
れ

て
お
り
、
今
後
は
麦
後
に
直
播
し
て
も
収
穫
で
き
る
稲
品
種
の
開

発
も
進
め
ら
れ
る
。

作
期
競
合
を
回
避
す
る
作
業
技
術
、
栽
培
技
術
は
大
面
積
に
対

応
し
た
高
速
の
技
術
が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
の
担
い
手
の
経
営
で

は
、
一
作
物
あ
た
り
の
栽
培
面
積
は
数
一
〇
ｈ
ａ
に
達
し
て
い
る

こ
と
も
珍
し
く
は
な
く
、
大
面
積
を
こ
な
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
例
え
ば
播
種
作
業
速
度
は
播
種
の
遅
れ
を
拡
大
さ
せ
な
い

た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
速
度
の
速
い
不
耕
起
播
種
機
は
一
日
あ

た
り
の
播
種
面
積
が
六
ｈ
ａ
程
度
に
達
す
る
こ
と
か
ら
、
導
入
の

効
果
が
大
き
い
。
ま
た
、
降
雨
に
対
す
る
安
定
性
も
重
要
な
要
素

に
な
る
。
特
に
水
田
の
排
水
性
の
改
善
は
作
業
性
の
向
上
を
も
た

ら
し
、
作
業
速
度
を
向
上
さ
せ
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。

５
、
お
わ
り
に

麦
の
増
収
を
持
続
的
に
成
立
さ
せ
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
を
作
付
体
系
の
中
で
考
え
て
い
く
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。

地
力
維
持
の
た
め
の
堆
肥
や
土
壌
改
良
材
の
投
入
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
物
毎
に
行
う
の
で
は
な
く
、
作
付
体
系
の
中
で
作
期
に
余
裕

の
あ
る
稲
後
の
麦
播
種
前
に
ま
と
め
て
行
う
こ
と
で
作
業
効
率
が

上
が
る
。
施
肥
も
作
付
体
系
の
中
で
過
不
足
が
な
い
よ
う
に
調
整

す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。
現
在
で
は
稲
や
大
豆
に
投
入
す
る

施
肥
量
が
減
っ
て
い
る
。
稲
は
食
味
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
減

肥
栽
培
が
進
ん
で
お
り
、
大
豆
も
根
粒
菌
の
窒
素
固
定
能
を
引
き

出
す
た
め
に
無
施
肥
栽
培
を
実
施
す
る
農
家
が
増
え
て
い
る
。
こ

の
様
な
状
況
で
は
、
作
付
体
系
一
サ
イ
ク
ル
分
の
収
穫
物
と
し
て

持
ち
出
し
た
成
分
を
麦
作
の
時
に
投
入
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
排
水
対
策
に
つ
い
て
も
、
麦
の
た
め
だ
け
の
対
策

で
は
な
く
て
、
次
の
大
豆
栽
培
中
も
効
果
を
持
続
す
る
よ
う
な
明

渠
や
補
助
暗
渠
の
施
工
、
後
作
の
麦
、
大
豆
の
た
め
に
、
前
作
の

水
稲
は
乾
田
直
播
や
無
代
か
き
移
植
な
ど
の
栽
培
法
の
実
施
に
よ

り
、
作
付
体
系
全
体
と
し
て
増
収
が
達
成
で
き
る
よ
う
な
合
理
的

な
栽
培
管
理
法
を
構
築
す
る
こ
と
が
持
続
的
な
増
収
を
も
た
ら
す

と
考
え
る
。
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編
集
後
記

二
〇
一
〇
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果
概
要
が
公
表
さ
れ
た
。
農

業
・
農
村
の
現
状
と
構
造
変
化
を
知
る
上
で
毎
回
注
目
さ
れ
て
い

る
が
、
厳
し
い
農
業
経
営
環
境
を
反
映
し
、
大
方
の
予
想
に
た
が

わ
ず
農
業
労
働
力
の
量
的
減
少
、
離
農
・
脱
農
が
一
段
と
加
速
し

て
い
る
。

な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
が
、
集
落
営
農
組
織
の
帰
趨
で
あ

る
。
〇
七
年
度
か
ら
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
始
ま
り
、
集

落
営
農
が
地
域
農
業
の
担
い
手
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
駆
け
込
み
設

立
も
含
め
て
そ
の
量
・
質
の
変
動
が
農
業
の
現
場
に
ど
う
作
用
し

て
い
る
か
が
注
目
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
も
あ
っ
て
五
年
間
で

は
か
な
り
の
組
織
化
が
す
す
み
、
一
方
で
耕
作
放
棄
地
が
引
き
続

き
増
加
し
て
い
る
も
の
の
そ
の
増
加
率
は
大
幅
に
低
下
し
た
。
増

加
率
の
低
下
は
、
集
落
営
農
と
い
う
共
同
・
互
助
の
力
が
何
と
か

農
地
の
放
棄
化
を
食
い
止
め
て
い
る
と
筆
者
な
ど
は
み
た
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
集
落
は
地
域
に
お
け
る
社
会
活
動
を
行
う

基
本
単
位
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
加
え
離
村

も
相
次
ぎ
、
当
然
な
が
ら
集
落
の
崩
壊
も
進
ん
で
い
る
。

農
業
集
落
は
全
国
に
一
三
・
五
万
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
早
晩
三
千
に
近
い
集
落
が
消
滅
し

て
い
く
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
上

で
、
農
政
に
限
ら
ず
社
会
政
策
的
な
面
か
ら
も
集
落
を
維
持
・
発

展
さ
せ
る
施
策
が
も
っ
と
も
っ
と
充
実
さ
れ
て
い
い
。

民
主
党
政
権
は
、
農
山
村
の
再
生
と
地
域
主
権
を
謳
っ
て
い
る

が
、
で
あ
れ
ば
、
そ
の
起
点
は
集
落
で
あ
る
は
ず
。「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
開

国
」
な
ど
と
声
高
に
叫
ぶ
な
ど
は
、
甚
だ
見
当
違
い
と
思
う
の
だ

が
…
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
一
桁
世
代
が
農
業
を
辞
め
た
ら
日
本
農
業
は

崩
壊
す
る
と
い
わ
れ
て
久
し
い
が
、
未
だ
未
だ
何
と
か
持
ち
堪
え

て
い
る
の
は
、
団
塊
世
代
が
定
年
後
に
就
農
し
て
頑
張
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
の
見
方
が
多
い
。
確
か
に
、
現
役
時
代
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
、
集
落
営
農
や
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
な
ど
の

景
観
・
地
域
資
源
維
持
に
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
は
筆
者
の
周
り

に
も
沢
山
い
る
。
有
り
余
る
暇
と
労
力
、
カ
ネ
？
を
是
非
社
会
に

役
立
て
て
欲
し
い
と
思
う
の
は
筆
者
だ
け
で
な
い
は
ず
。

そ
の
団
塊
と
い
え
ば
、
厳
し
い
政
権
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る

菅
総
理
も
、
数
年
前
に
は
意
気
軒
高
に
「
団
塊
党
」
構
想
を
ぶ
ち

あ
げ
て
い
た
。�
党
と
い
っ
て
も
政
治
の
世
界
の
話
で
な
く
、
大
量

退
職
し
て
地
域
に
戻
る
団
塊
世
代
が
色
々
な
地
域
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
、
世
の
不
条
理
、
怒
り
や
悲
し
み
を
運
動
に
転
嫁
し

て
い
く
団
体
�
と
い
う
説
明
を
本
人
は
し
て
い
た
が
…
。

構
想
は
そ
の
後
立
ち
消
え
に
な
っ
た
ら
し
い
が
、
菅
氏
の
想
い

は
そ
の
世
代
の
人
た
ち
が
引
き
継
い
で
い
る
。
だ
が
、
構
想
を
ぶ

ち
あ
げ
た
本
人
こ
そ
、
今
日
の
政
治
運
営
に
そ
の
志
が
と
ん
と
感

じ
ら
れ
な
い
の
は
ど
う
し
た
こ
と
か
。

（
太
田
）
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